
１１

　三陸沿岸道路「田野畑道路」内に建設中の新思惟大橋。その上部工工事が清水建設により進め
られている。
　岩手県田野畑村浜岩泉～菅窪地内の急峻な地形に架設するこの橋梁は、橋長394ｍ（有効幅員12
ｍ）の４径間連続ＰＣラーメン箱桁橋（橋台２基、橋脚３基）。Ｐ２とＰ３で村道鉄山線と松前川
を跨ぎ、地上から橋面までは最も高いＰ３付近で100ｍを超える。
　上部工工事は大型移動作業車を用いた張出架設工法を採用する。現在、Ｐ１の柱頭部が完成し、
７月中旬に１回目の張出架設を実施予定。約10日間に１ブロックのペースで施工する計画だ。張
出作業は９月にＰ３、10月にＰ２からそれぞれ開始。通常の移動作業車が扱えるブロック長は最
大４ｍだがこの現場では最大５ｍまで可能な大型移動作業車を使用。このためブロック数が削減
でき工期短縮につながる。
　地形的に頻繁に発生する強風に対して、高所作業となるため墜落・落下の災害防止を徹底し、
無事故・無災害で施工を進めている。

[工事概要]

■工事名称：国道45号　新思惟大橋上部工工事

■施工場所：岩手県田野畑村浜岩泉～菅窪地内

■発  注  者：国土交通省東北地方整備局

■施  工  者：清水建設東北支店

■工　　期：2019年３月31日～2021年２月５日

国道45号　新思惟大橋上部工工事

　墜落・落下の災害防止を徹底し、無事故・無災害で施工を推進
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１１

復興の総仕上げへ復興の総仕上げへ
　

東
北
地
方
整
備
局
の
一
般
会

計
は
６
３
１
０
億
８
４
０
０
万

円
で
、
19
年
度
当
初
比
５
・
４

㌫
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
直
轄

事
業
費
は
同
７
・
２
㌫
増
の
２

５
０
４
億
０
１
０
０
万
円
で
、

道
路
整
備
に
１
４
２
２
億
６
１

０
０
万
円
、
治
水
に
９
６
０
億

６
５
０
０
万
円
、
港
湾
整
備
に

67
億
２
５
０
０
万
円
な
ど
を
充

て
る
。
い
ず
れ
の
項
目
も
19
年

度
当
初
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。

補
助
事
業
費
に
つ
い
て
は
同

４
・
２
㌫
増
の
３
８
０
６
億
８

３
０
０
万
円
で
、
特
に
道
路
は

５
・
５
倍
の
７
４
０
億
５
６
０

０
万
円
、
市
街
地
整
備
も
前
年

度
の
２
・
１
億
円
か
ら
１
５
５

億
５
５
０
０
万
円
へ
と
大
幅
に

増
え
た
。
ゼ
ロ
国
債
は
総
額
１

３
９
億
９
３
０
０
万
円
を
設
定

し
て
い
る
。

　

一
方
、
復
興
庁
計
上
分
（
復

興
特
別
会
計
）
は
３
８
０
３
億

２
５
０
０
万
円
で
、
19
年
度
当

初
に
比
べ
５
・
３
㌫
減
少
し
た
。

道
路
整
備
に
は
１
６
７
３
億
１

１
０
０
万
円
を
措
置
、
う
ち
直

轄
分
は
１
６
３
９
億
４
１
０
０

万
円
、
補
助
分
と
し
て
33
億
７

０
０
０
万
円
を
確
保
し
た
。
こ

の
ほ
か
港
湾
関
係
に
89
億
２
７

０
０
万
円
、
国
営
公
園
等
に
14

億
２
９
０
０
万
円
、
治
水
に
12

億
５
７
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

　

20
年
度
予
算
編
成
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
▽
東
日
本
大
震
災
か
ら

10
年
間
の
復
興
期
間
の
「
総
仕

上
げ
」
と
し
て
、
被
災
地
の
発

展
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
▽
令

和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風
第

19
号
）
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
着
実

な
推
進
▽
気
象
変
動
の
影
響
に

よ
る
頻
発
・
激
甚
化
が
懸
念
さ

れ
る
自
然
災
害
へ
対
応
す
る
た

め
、「
防
災
意
識
社
会
」
へ
の

転
換
に
向
け
た
ハ
ー
ド
対
策
・

ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
化
し
た
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取

り
組
み
▽
経
済
成
長
を
図
る
た

め
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
渋
滞
対
策

等
に
よ
る
効
率
的
な
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
生
産
性
向

上
な
ど
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
重
視

し
た
社
会
資
本
整
備
の
推
進

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
建

設
現
場
の
生
産
性
向
上
や
働
き

方
改
革
、
担
い
手
の
育
成
・
確

保
を
支
援
す
る
「
東
北
復
興
働

き
方
・
人
づ
く
り
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
さ
ら
な
る
深
化
・

拡
大
―
の
５
項
目
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
間

の
復
興
期
間
の
総
仕
上
げ
と
し

て
、
被
災
地
の
発
展
の
基
盤
と

な
る
道
路
、
河
川
、
港
湾
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
着
実
に
推

進
す
る
。

　

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

に
つ
い
て
は
復
興
・
創
生
期
間

内
（
20
年
度
内
）
の
全
線
開
通

を
目
指
す
。
復
興
道
路
・
復
興

支
援
道
路
は
総
延
長
５
７
０
㌔

㍍
。
こ
と
し
３
月
末
ま
で
に
４

３
４
㌔
㍍
が
開
通
し
て
お
り
、

残
る
１
３
６
㌔
㍍
が
事
業
中
区

間
。
本
年
度
は
国
道
45
号
三
陸

沿
岸
道
路
で
侍
浜
～
階
上
、
宮

古
中
央
～
田
老
、
田
野
畑
～
尾

肝
要
、
尾
肝
要
～
普
代
、
普
代

～
久
慈
、
歌
津
～
本
吉
、
気
仙

沼
～
唐
桑
南
が
相
次
い
で
開
通

す
る
。

　

復
興
支
援
道
路
で
は
国
道
１

０
６
号
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
の

宮
古
～
箱
石
、
平
津
戸
・
岩
井

～
松
草
、
区
堺
～
簗
川
、
国
道

１
１
５
号
相
馬
福
島
道
路
の
霊

山
～
福
島
が
開
通
す
る
。

　

宮
城
県
石
巻
市
の
中
央
地
区

で
は
、
旧
北
上
川
に
お
け
る
復

旧
・
復
興
事
業
と
し
て
市
の
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
連
携
し

な
が
ら
20
年
度
内
の
完
成
に
向

け
て
、
河
川
堤
防
な
ど
の
整
備

を
実
施
し
て
い
る
。
併
せ
て
市

民
が
憩
い
、
賑
わ
い
の
あ
る
水

辺
空
間
の
創
出
を
目
指
す
。

　

港
湾
関
係
で
は
被
災
し
た
太

平
洋
側
沿
岸
部
で
防
波
堤
整
備

や
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

を
推
進
。
特
に
小
名
浜
港
で
は

大
水
深
岸
壁
の
整
備
に
よ
り
、

大
型
船
舶
に
よ
る
一
括
輸
送
が

可
能
に
な
る
こ
と
で
、
東
日
本

地
域
に
電
力
を
供
給
す
る
火
力

発
電
所
な
ど
へ
の
燃
料
供
給
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
。

　

国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
は
岩

手
県
陸
前
高
田
市
、
宮
城
県
石

巻
市
、
福
島
県
双
葉
町
・
浪
江

町
の
３
カ
所
に
整
備
し
て
い
る

復
興
祈
念
公
園
の
中
核
的
施

設
。
地
方
自
治
体
と
連
携
し
な

が
ら
整
備
し
、
年
度
内
の
完
成

や
一
部
利
用
開
始
を
目
指
す
。

　

こ
の
ほ
か
震
災
伝
承
の
取
り

組
み
と
し
て
、
東
北
地
方
整
備

局
と
被
災
４
県
１
市
で
構
成
す

る
震
災
伝
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
が
、
大
震
災
か
ら
得
ら
れ

た
実
情
と
教
訓
を
伝
承
す
る
施

設
を
「
震
災
伝
承
施
設
」
と
し

て
登
録
す
る
と
と
も
に
、「
３
・

11
伝
承
ロ
ー
ド
」
に
つ
い
て
発

信
す
る
。

　

大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
力
を
入
れ
る
。
特

に
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台

風
第
19
号
）
か
ら
の
復
旧
・
復

興
に
向
け
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

着
実
に
推
進
す
る
。

　

阿
武
隈
川
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
事
業
費
は
約

１
３
５
４
億
円
。
福
島
県
と
宮

城
県
に
跨
る
阿
武
隈
川
水
系
で

は
19
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の

10
カ
年
で
河
道
掘
削
、遊
水
地
、

堤
防
整
備
な
ど
を
行
う
。
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
、
整
備
局
内

に
阿
武
隈
川
緊
急
治
水
対
策
推

進
室
を
設
置
し
た
。

　

吉
田
川
水
系
も
19
年
度
か
ら

24
年
度
ま
で
の
６
カ
年
で
河
道

掘
削
、堤
防
整
備
な
ど
を
行
い
、

東
日
本
台
風
と
同
規
模
の
洪
水

が
発
生
し
た
場
合
で
も
本
川
か

ら
の
越
水
を
防
ぐ
対
策
を
講
じ

る
。

　

ま
た
、
宮
城
県
丸
森
町
の
阿

武
隈
川
水
系
内
川
流
域（
内
川
、

事
業
費
総
額
は
約
１
兆
円

安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
４
分
野
に
重
点

　

「
東
日
本
大
震
災
」
の
発
生
か
ら

９
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
全

国
か
ら
東
北
地
方
に
向
け
多
大
な
ご

支
援
を
た
ま
わ
り
、
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
10
月

の
東
日
本
台
風
（
台
風
第
19
号
）
災

害
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
東

北
地
方
整
備
局
と
し
て
復
旧
・
復
興

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

整
備
局
の
２
０
２
０
年
度
予
算
は

復
興
特
別
会
計
を
含
め
て
１
兆
０
１

１
４
億
円
が
計
上
さ
れ
、「
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
」「
国
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
」「
生
産
性
と
成
長
力

の
引
上
げ
の
加
速
」
お
よ
び
「
豊
か

で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
の

４
分
野
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
復
興
道

路
・
復
興
支
援
道
路
」
は
着
実
に
事

業
が
進
捗
し
て
お
り
、
計
画
延
長
５

５
０
㌔
㍍
に
対
し
て
76
㌫
に
当
た
る

４
１
８
㌔
㍍
が
開
通
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
業
中
の
区
間
に
つ
い
て

も
復
興
･

創
生
期
間
内
の
２
０
２
０

年
度
ま
で
の
全
線
開
通
を
目
指
し
、

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
復
興
・
復
興
支
援
道
路
以

外
の
東
北
地
方
整
備
局
が
整
備
を
進

め
て
い
る
道
路
事
業
に
つ
い
て
も
、

『
５
年
で
見
え
る
み
ち
づ
く
り
』
と

し
て
概
ね
５
年
間
の
開
通
見
通
し
を

公
表
し
、
整
備
を
進
め
て
お
り
、
復

興
・
復
興
支
援
道
路
も
合
わ
せ
た
道

路
整
備
に
よ
り
物
流
の
効
率
化
や
広

域
観
光
の
活
性
化
な
ど
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
を
図
り
、
道
路
や
港
湾
施
設

に
よ
る
交
通
・
物
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
活
力
の
あ
る
東
北
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

河
川
・
海
岸
事
業
で
は
、
仙
台
湾

南
部
海
岸
お
よ
び
北
上
川
・
鳴
瀬
川
・

名
取
川
・
阿
武
隈
川
の
４
河
川
は
復

旧
が
完
了
し
て
お
り
、
残
る
旧
北
上

川
河
口
部
の
復
旧
に
つ
い
て
２
０
２

０
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
整
備
を

進
め
ま
す
。

　

港
湾
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
０
１

７
年
度
ま
で
に
東
北
管
内
の
被
災
し

た
直
轄
港
湾
施
設
全
１
０
６
施
設
の

復
旧
が
完
了
し
て
お
り
、
引
き
続
き

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
で
あ
る
小
名

浜
港
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

等
港
湾
機
能
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
手
県
、
宮
城
県
お
よ
び

福
島
県
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体

が
整
備
す
る
復
興
祈
念
公
園
の
中

に
、
震
災
か
ら
の
復
興
の
象
徴
と
な

る
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
に
は
、
岩
手

県
陸
前
高
田
市
に
お
い
て
、
高
田
松

原
津
波
復
興
祈
念
公
園
内
の
施
設
が

一
部
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
、
宮
城
県
の
施
設
は
２
０

２
０
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
引

き
続
き
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が
進
む

一
方
で
、
当
時
の
記
憶
や
教
訓
の
風

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災
遺

構
の
保
存
、
慰
霊
碑
や
追
悼
施
設
の

整
備
お
よ
び
、
防
災
教
育
や
「
震
災

伝
承
」
の
取
り
組
み
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
結
び
、
震
災
の
記
憶
と
教

訓
を
伝
え
る
道
「
３
・
11
伝
承
ロ
ー

ド
」
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
北
地
方
で
も
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
台
風
を

は
じ
め
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け
る
備

え
、
自
ら
身
を
守
る
行
動
の
重
要
性

が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

河
川
・
ダ
ム
事
業
、
砂
防
事
業
に

お
い
て
は
、
引
き
続
き
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
カ
年

緊
急
対
策
」
に
よ
る
河
道
掘
削
・
樹

木
伐
採
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

２
０
１
７
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た

雄
物
川
の
再
度
災
害
防
止
対
策
や
各

河
川
の
事
前
防
災
対
策
、
成
瀬
ダ
ム

を
は
じ
め
と
し
た
ダ
ム
建
設
、
砂
防

堰
堤
等
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
の
東
日
本
台
風
で
、
特

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
阿
武
隈

川
、
吉
田
川
（
鳴
瀬
川
水
系
）
に
お

い
て
は
、「
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
着
手
し
ま
し
た
。
国
・
県

が
連
携
し
、
築
堤
、
河
道
掘
削
等
の

治
水
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
本
川
か
ら
の
氾
濫
防
止
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
等
と
も
連
携
し
、

「
水
防
災
意
識
社
会
」
の
再
構
築
に

向
け
た
各
種
減
災
対
策
を
中
小
河
川

も
含
め
、
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

引
き
続
き
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
総

動
員
し
た
防
災
・
減
災
対
策
を
着
実

に
推
進
し
、
災
害
に
対
し
て
強
靱
な

東
北
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

建
設
業
は
、
人
の
毎
日
の
生
活
の

基
盤
と
な
る
社
会
資
本
、
さ
ら
に
は

経
済
社
会
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
産

業
で
あ
り
、
地
域
社
会
を
支
え
る
と

い
う
大
き
な
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
建
設
業
の
実
現
を
目
指

し
、
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
や
働

き
方
改
革
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保

を
支
援
す
る
「
東
北
復
興
働
き
方
・

人
づ
く
り
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
さ
ら
に
「
深
化
・
拡
大
」
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
東
北
地
方
整
備
局
の

使
命
と
し
て
「
強
靱
で
活
力
の
あ
る

東
北
」
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

『
強
靱
で
活
力
の
あ
る
東
北
』の

実
現
を
目
指
し
て

東
北
地
方
整
備
局
長　

佐
藤　

克
英

主桁閉合作業が公開された三陸沿岸道路の気仙沼湾横断橋

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

年
度
内
の
全
線
開
通
へ

年
度
内
の
全
線
開
通
へ

台
風
台
風
1919
号
被
害
の
復
旧
・
復
興
へ

号
被
害
の
復
旧
・
復
興
へ

河
道
掘
削
、
砂
防
堰
堤
を
整
備

河
道
掘
削
、
砂
防
堰
堤
を
整
備

１　　面　国道45号新思惟大橋上部工工事（岩手）

２～３面　佐藤克英局長あいさつ

　　　　　2020年度予算・事業概要

４～５面　現場レポート

　　　　　天間林道路（青森）

 　　　　　秋田港外港地区防波堤整備（秋田）

　　　　　朝日温海道路（山形）

　　　　　阿武隈川上流大規模災害関連事業（福島）

６～８面　東北各県の主要事業概要

紙　面　紹　介

　

東
北
地
方
整
備
局
の
２
０
２
０
年
度
事
業
費
総
額
は
約
１
兆
０
１
１
４
億
円
で
、
19
年
度
当

初
に
比
べ
１
・
１
㌫
増
加
し
た
。
本
年
度
は
「
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
」「
国
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
」「
生
産
性
と
成
長
力
の
引
き
上
げ
の
加
速
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」

の
４
分
野
に
重
点
化
し
、
必
要
な
経
費
を
計
上
。
復
興
の
総
仕
上
げ
と
し
て
復
興
道
路
・
復
興

支
援
道
路
の
全
線
開
通
を
目
指
す
ほ
か
、
台
風
19
号
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
防
災
・
減
災
や
国

土
強
靭
化
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
。【復興庁計上分】（東日本大震災復興特別会計）

(単位：百万円)

20年度当初予算 19年度当初予算 前年度比

治水 1,257 3,547 0.35 

道路整備 167,311 
(3,370)

175,857 
(5,286)

0.95
(0.64)

港湾整備 8,927 
(980)

25,929 
(1,323)

0.34 
(0.74)

国営公園等 1,429 2,401 0.60 

社会資本総合整備 (201,401) (193,980) (1.04)

合計 380,325 
(205,752)

401,714 
(200,589)

0.95 
(1.03)

東北地方整備局の2020年度予算
【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

20年度
当初予算

19年度
当初予算 前年度比 ゼロ国債

治水 121,969 
(25,904)

106,102
(21,123)

1.15
(1.23) 2,226

海岸 1,085 604 1.80 300

道路整備 216,318 
(74,056)

151,936 
(13,495)

1.42
(5.49) 11,467

港湾整備 7,561 
(836)

6,159 
（―）

1.23 
（―） ―

空港整備 930 945 0.98 ―

住宅対策 (7,731) (5,947) (1.14) ―

市街地整備 (15,555) (208) (74.78) ―

都市水環境整備 830 1,096 0.76 ―

下水道 (3,754) (2,505) (1.50) ―

国営公園等 769 795 0.97 ―

社会資本総合整備 (252,847) (322,391) (0.78) ―

官庁営繕 1,736 522 3.32 ―

合計 631,084 
(380,683)

598,760 
(365,219)

1.05 
(1.04) 13,993

※金額は直轄と補助の合計。（　）内は補助事業分

※上表のほか、直轄（河川）の災害復旧費として９億8,700万円

第１８３８２号　　２０２０年（令和２年）６月１９日（金曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）  （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　　　　　（臨増２）



１１

東日本大震災から東日本大震災から1010年年
安
全
・
安
心
確
保
へ

安
全
・
安
心
確
保
へ

防
災
・
減
災
を
加
速

防
災
・
減
災
を
加
速

現
場
の
生
産
性
向
上
へ

現
場
の
生
産
性
向
上
へ

簡
易
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
創
設

簡
易
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
創
設

ス
ト
ッ
ク
効
果
重
視
し
た

ス
ト
ッ
ク
効
果
重
視
し
た

社
会
資
本
整
備
推
進

社
会
資
本
整
備
推
進

下流側から望むダムサイト施工状況

五
福
谷
川
、
新
川
）
は
大
規
模

な
土
砂
・
洪
水
氾
濫
が
発
生
し

た
こ
と
を
受
け
、
19
年
10
月
に

砂
防
災
害
関
連
緊
急
事
業
に
着

手
。
引
き
続
き
20
年
度
か
ら
５

カ
年
で
阿
武
隈
川
水
系
直
轄
特

定
緊
急
砂
防
事
業
を
進
め
る
。

流
域
一
円
に
あ
る
砂
防
堰
堤
の

改
築
や
透
過
型
砂
防
堰
堤
の
新

設
、
遊
砂
地
整
備
を
進
め
る
こ

と
で
、
流
域
内
の
家
屋
や
重
要

交
通
網
、
緊
急
避
難
場
所
を
土

砂
災
害
か
ら
守
る
。

　

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
頻

発
化
・
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
る

自
然
災
害
へ
対
応
す
る
た
め
、

「
防
災
意
識
社
会
」
へ
の
転
換

に
向
け
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

対
策
を
一
体
化
し
た
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
の
取
り
組
み

の
加
速
・
深
化
を
図
る
。

　

治
水
関
係
で
は
、
浸
水
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
雄
物
川
河
川

激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

や
成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
を
継
続

す
る
。
秋
田
県
の
雄
物
川
で
は

17
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
寺
館

大
巻
・
中
村
芦
沢
地
区
で
７
０

５
戸
、
約
２
０
０
０
㌶
の
浸
水

被
害
が
発
生
（
国
管
理
区
間
）。

雄
物
川
河
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
と
し
て
雄
物
川
中

流
部
に
重
点
的
に
堤
防
整
備
を

実
施
し
、
家
屋
浸
水
被
害
を
解

消
す
る
。
雄
物
川
上
流
部
に
は

成
瀬
ダ
ム
を
建
設
し
、
洪
水
被

害
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

か
ん
が
い
用
水
を
安
定
的
に
補

給
す
る
ほ
か
、
水
力
発
電
に
よ

る
電
力
供
給
を
行
う
。
こ
の
ほ

か
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点

検
の
結
果
お
よ
び
対
応
方
策
」

を
踏
ま
え
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

の
両
面
か
ら
集
中
的
に
取
り
組

む
。
具
体
的
に
は
洪
水
氾
濫
の

危
険
性
が
特
に
高
い
区
間
で
、

樹
木
伐
採
・
掘
削
を
行
う
こ
と

で
樹
木
・
堆
積
土
砂
に
起
因
し

た
氾
濫
の
危
険
性
を
解
消
す
る
。

　

道
路
関
係
で
は
、
▽
土
砂
災

害
の
危
険
性
が
高
い
幹
線
道
路

な
ど
で
道
路
法
面
・
盛
土
対
策
、

土
砂
災
害
な
ど
を
回
避
す
る
改

良
な
ど
の
対
策
▽
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
緊
急

輸
送
道
路
上
の
橋
梁
の
う
ち
今

後
30
年
間
に
震
度
６
弱
以
上
の

揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
確
率
が
26

㌫
以
上
の
地
域
に
あ
る
橋
梁
の

耐
震
対
策
▽
豪
雨
な
ど
に
よ
る

冠
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の

道
路
や
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
部
の
排

水
施
設
の
補
修
▽
大
雪
な
ど
の

大
規
模
な
交
通
障
害
の
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
た
め
に
除
雪
機
械

の
増
強
や
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
当

の
道
路
施
設
整
備
▽
暴
風
な
ど

に
よ
る
電
柱
倒
壊
の
危
険
性
が

高
く
、
災
害
拠
点
へ
の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
と
な
る
箇
所
の
電
線

共
同
溝
整
備
｜
を
実
施
す
る
。

　

港
湾
空
港
関
係
で
は
、
秋
田

港
飯
島
地
区
防
波
堤
（
北
）
で

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
嵩
上
げ
対
策

を
行
う
。
重
要
イ
ン
フ
ラ
点
検

の
結
果
、
高
波
に
よ
り
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
が
沈
下
・
飛
散
し
堤
体

の
安
定
性
不
足
が
判
明
し
た
た

め
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
嵩
上
げ

に
よ
り
防
波
堤
の
安
定
性
を
確

保
す
る
。
ま
た
、
仙
台
空
港
の

施
設
内
で
大
規
模
な
冠
水
被
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

既
存
排
水
施
設
の
機
能
強
化
を

図
る
た
め
排
水
路
拡
張
を
行
う
。

　

生
産
性
向
上
な
ど
ス
ト
ッ
ク

効
果
を
重
視
し
た
社
会
資
本
整

備
を
推
進
す
る
。

　

高
規
格
道
路
と
重
要
港
湾
と

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
で

は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車

道
の
酒
田
み
な
と
～
遊
佐
間
の

酒
田
み
な
と
Ｉ
Ｃ
～
遊
佐
比
子

Ｉ
Ｃ
間
が
20
年
度
内
に
開
通
す

る
。

　

地
域
経
済
を
支
え
る
物
流
拠

点
機
能
の
強
化
と
し
て
、
仙
台

塩
釜
港
向
洋
地
区
高
砂
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
ダ
イ
レ
ク
ト

航
路
と
と
も
に
京
浜
港
へ
の
国

際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
の
接
続
に

よ
り
東
北
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
港
と
し

て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
既

存
バ
ー
ス
を
延
伸
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
産
性
の
高
い
効
率
的

な
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
形

成
す
る
。

　

官
民
連
携
に
よ
る
渋
滞
対
策

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
な
ど
道
路
利
用
者
の

視
点
で
の
渋
滞
箇
所
の
特
定

や
、
渋
滞
の
原
因
者
で
あ
る
大

規
模
施
設
の
立
地
者
が
対
策
を

講
じ
る
な
ど
、
官
民
連
携
に
よ

る
渋
滞
対
策
を
推
進
す
る
。

　

具
体
的
に
は
各
県
単
位
で
道

路
管
理
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ

る
渋
滞
対
策
協
議
会
と
ト
ラ
ッ

ク
や
バ
ス
な
ど
の
利
用
者
団
体

が
連
携
を
強
化
し
、
利
用
者
の

目
線
で
対
策
箇
所
を
特
定
し
た

上
で
、
即
効
性
の
あ
る
渋
滞
対

策
を
実
施
す
る
ほ
か
、
主
要
幹

線
道
路
の
沿
道
で
、
大
規
模
施

設
の
立
地
者
に
対
し
、
交
通
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
を
求
め
る

な
ど
、
接
道
承
認
時
の
審
査
強

化
を
導
入
す
る
。

　

主
な
事
業
箇
所
と
し
て
は
、

国
道
４
号
七
戸
警
察
署
前
交
差

点
（
青
森
県
七
戸
町
）、
国
道

４
号
折
居
交
差
点
（
岩
手
県
奥

州
市
）、
国
道
４
号
大
和
町
桧

木
交
差
点
（
宮
城
県
大
和
町
）、

国
道
７
号
片
山
町
３
丁
目
交
差

点
（
秋
田
県
大
館
市
）、
国
道

13
号
小
立
交
差
点
（
山
形
市
）、

国
道
３
９
９
号
伊
達
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
（
福
島

県
伊
達
市
）を
予
定
し
て
い
る
。

　

東
北
地
方
は
、
全
国
に
比
べ

人
口
減
や
高
齢
化
の
傾
向
が
顕

著
で
、
建
設
業
の
担
い
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
な
ど
の
活
用
に
よ
る
建
設

現
場
の
生
産
性
向
上
や
働
き
方

改
革
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保

を
支
援
す
る
「
東
北
復
興
働
き

方
・
人
づ
く
り
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
さ
ら
な
る
深
化
・
拡

大
を
目
指
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
働

き
方
改
革
の
推
進
」「
生
産
性

向
上
の
推
進
」「
担
い
手
の
育

成
・
確
保
」
の
３
本
柱
。

　

働
き
方
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
週
休
２
日
工
事
の
普
及

拡
大
に
向
け
た
証
明
書
を
発
行

す
る
自
治
体
の
拡
大
、「
統
一

土
曜
一
斉
現
場
閉
所
」
の
取
り

組
み
拡
大
、
長
時
間
労
働
の
抑

制
を
図
る
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
ス
タ

ン
ス
の
市
町
村
へ
の
拡
大
、
施

工
時
期
の
平
準
化
に
取
り
組
む
。

　

生
産
性
向
上
の
推
進
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
普
及
・
拡

大
と
と
も
に
「
簡
易
チ
ャ
レ
ン

ジ
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
を
創
設
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
未
経
験
企
業
へ
普
及
を
図

る
ほ
か
、
工
事

書
類
標
準
化
の

市
町
村
へ
の
拡

大
、
ｉ
｜
Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
モ
デ

ル
事
業
の
拡
大

に
よ
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
着

実
な
推
進
を
目

指
す
。

　

担
い
手
の
育

成
・
確
保
（
地

域
の
守
り
手
確

保
）
で
は
、
東

北
土
木
技
術
人

材
育
成
協
議
会

に
よ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
Ｕ
Ａ
Ｖ
講

習
受
講
者
の
拡

大
や
、「
地
域

の
守
り
手
枠

（
維
持
工
事
）」

表
彰
制
度
の
創

設
を
進
め
る
。

電
線
共
同
溝
整
備
後
イ
メ
ー
ジ

橋
梁
耐
震
対
策

法
面
対
策

【主な新規事業化箇所位置図】

無電柱化

橋脚補強

法面補強

2020年度新規事業化箇所一覧

事　　業　　名 県市町村名 20年度事業内容
20年度事業費
（単位：千円）

◎直轄・道路
国道７号青森７号交通安全対策（津賀野地区交差点改良） 青森県弘前市 調査設計 15,000
国道106号田鎖蟇目道路 岩手県宮古市 調査設計 50,000

国道４号北上花巻道路
岩手県北上市～
花巻市

調査設計 50,000

国道４号宮城４号交通安全対策（富ヶ丘交差点改良） 宮城県富谷市 調査設計 15,000
国道４号宮城４号電線共同溝（富谷地区） 宮城県富谷市 調査設計 30,000

国道45号宮城45号電線共同溝（扇町地区第２期） 仙台市
調査設計、支障物移転、
本体工事

120,000

国道７号秋田７号交通安全対策（種梅入口交差点改良） 秋田県能代市 調査設計 15,000
国道13号秋田13号交通安全対策（横手栄歩道整備） 秋田県横手市 調査設計 15,000
国道７号秋田７号電線共同溝（豊町地区） 秋田県大館市 調査設計 10,000
国道47号高屋防災 山形県戸沢村 調査設計 50,000

国道112号山形中山道路
山形市～山形県
中山町

調査設計 50,000

国道４号福島４号交通安全対策（鳥谷野交差点改良） 福島市 調査設計 15,000
◎補助・道路
築館登米線（仮称）栗原ＩＣ 宮城県栗原市 用地補償、改良工事 200,000
秋田天王線秋田港アクセス道路 秋田市 調査設計 555,000
◎直轄・河川

八幡平山系直轄砂防事業（うさぎ平西沢砂防堰堤） 岩手県雫石町 砂防堰堤工
952,000
(全体額）

名取川日辺地区堤防浸透対策事業 仙台市 用地補償 116,000

阿武隈川水系直轄特定緊急砂防事業（五福谷川砂防堰堤群）宮城県丸森町 砂防堰堤工
1,025,000
(全体額）

雄物川上流山田頭首工改築事業 秋田県湯沢市 用地補償
2,076,000
(全体額）

八幡平山系直轄砂防事業（北桧木内川第２砂防堰堤） 秋田県仙北市 砂防堰堤工
909,000
(全体額）

最上川中流蔵岡地区総合治水対策事業 山形県戸沢村 補償等
1,147,000
（全体額）

最上川水系寒河江地区かわまちづくり 山形県寒河江市 管理用通路、高水敷整生
103,000
(全体額）

赤川水系鶴岡市赤川かわまちづくり 山形県鶴岡市 河畔整備 78,000

最上川水系直轄砂防事業（科沢砂防堰堤） 山形県庄内町 砂防堰堤工
2,835,000
(全体額）

赤川水系直轄砂防事業（仲村沢砂防堰堤） 山形県鶴岡市 砂防堰堤工
1,072,000
(全体額）

阿武隈川水系直轄砂防事業（塩の川第８砂防堰堤） 福島市 砂防堰堤工
1,051,000
（全体額）

◎補助・河川

高瀬川（七戸川）大規模特定河川事業
青森県七戸町・
東北町

橋梁工等 320,000

新田名部川大規模更新河川事業 青森県むつ市 扉体等 200,000
目倉石沢大規模特定砂防等事業 青森市 堆積工 70,000

木賊川大規模特定河川事業
盛岡市、岩手県
滝沢市

分流施設工 130,000

天神の沢（４）大規模特定砂防等事業 岩手県釜石市 砂防堰堤工 46,000

三陸地区砂防激甚災害対策特別緊急事業（平井賀の沢ほ
か16カ所）

岩手県田野畑村、
岩泉町、釜石市、
山田町

砂防堰堤工 703,000

雉子尾川大規模特定河川事業 宮城県丸森町 橋梁下部工等 150,000
阿武隈川地区砂防激甚災害対策特別緊急事業（阿武隈川
地域15カ所）

宮城県丸森町 砂防堰堤工 300,000

吉野川大規模特定河川事業 山形県南陽市 橋梁架替工等 414,000
織機川大規模特定砂防等事業 山形県南陽市 砂防堰堤工 70,000
塩野川大規模特定河川事業 福島県伊達市 築堤等 200,000
叶津川事業間連携砂防等事業 福島県只見町 砂防堰堤工 80,000
◎直轄・営繕
鶴岡第２地方合同庁舎整備事業 山形県鶴岡市 庁舎新営 350,000
福島第２地方合同庁舎整備事業 福島市 庁舎新営 270,000

（臨増３）　　２０２０年（令和２年）６月１９日（金曜日）　日刊（土曜、日曜、祝日休刊） （昭和 32年１月 28日第三種郵便物認可）　　　第１８３８２号



１１

最新技術を駆使し整備加速最新技術を駆使し整備加速

自動車道と立体交差する皀（さいかじ）こ道橋

整備が進む坪川橋

　

青
森
県
は
、
県

域
面
積
が
広
大
で

主
要
都
市
間
の
距

離
が
長
く
、
人
口

20
万
人
以
上
の
都

市
で
あ
る
県
都
・
青
森
市
と
八
戸
市

が
高
規
格
幹
線
道
路
で
結
ば
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
要

都
市
間
の
連
携
を
図
る
上
で
、
そ
の

改
善
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
が
「
上
北
自
動
車
道
」

の
整
備
事
業
。
六
戸
町
の
第
二
み
ち

の
く
有
料
道
路
の
終
点
部
か
ら
七
戸

町
の
み
ち
の
く
有
料
道
路
入
口
地
点

ま
で
を
結
ぶ
延
長
約
24
㌔
㍍
の
高
規

格
幹
線
道
路
で
、
六
戸
町
側
か
ら
順

に
上
北
道
路
、
上
北
天
間
林
道
路
、

天
間
林
道
路
（
８
・
３
㌔
㍍
）
の
３

区
間
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０

５
年
３
月
に
都
市
計
画
決
定
を
受

け
、
05
年
度
か
ら
上
北
道
路
事
業
に

着
手
、
12
年
度
に
上
北
道
路
（
７
・

７
㌔
㍍
）
が
、
18
年
度
に
上
北
天
間

林
道
路
（
７
・
８
㌔
㍍
）
が
そ
れ
ぞ

れ
供
用
を
開
始
。
残
る
天
間
林
道
路

は
、
こ
と
し
公
表
の
開
通
見
通
し
で

22
年
内
の
開
通
予
定
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
向
け
た
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

国
道
45
号
天
間
林
道
路
は
、
七
戸

町
附
田
向
の
七
戸
Ｉ
Ｃ
か
ら
同
町
後

平
の
天
間
林
（
２
）
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

ま
で
を
結
ぶ
延
長
８
・
３
㌔
㍍
、
幅

員
13
・
５
㌔
㍍
で
、
主
要
構
造
物
と

し
て
は
、
坪
川
橋
（
橋
長
１
７
１
㍍
・

仮
称
）と
皀（
さ
い
か
じ
）こ
道
橋（
橋

長
43
㍍
・
仮
称
）
の
２
橋
を
設
け
る
。

全
体
事
業
費
は
約
３
４
０
億
円
で
、

14
年
度
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
と
し
３
月
末
時
点
の
事
業
費

ベ
ー
ス
で
の
進
捗
率
は
約
60
㌫
で
、

20
年
度
当
初
で
は
同
ベ
ー
ス
で
約
75

㌫
ま
で
進
捗
す
る
見
込
み
だ
。

　

全
区
間
の
う
ち
約
８
割
が
軟
弱
地

盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
19
年
度
に
は

深
層
混
合
処
理
工
法
を
進
め
て
い

る
。
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
と
対
象
土

を
施
工
機
械
を
使
い
強
制
的
に
混
合

撹
拌
し
て
地
中
に
柱
状
の
強
固
な
改

良
体
を
つ
く
る
も
の
で
、
本
年
度
で

は
、
そ
の
概
成
へ
向
け
地
盤
改
良
工

事
を
進
め
る
予
定
だ
。
ま
た
、
町
道

と
の
立
体
交
差
部
で
あ
る
皀
こ
道
橋

（
単
純
合
成
箱
桁
橋
）
の
上
部
工
整

備
と
し
て
橋
桁
の
架
設
が
行
わ
れ
る

予
定
で
、
年
内
の
架
設
完
了
を
予
定

し
て
い
る
。

　

今
後
、
21
～
22
年
度
で
舗
装
工
事

や
標
識
な
ど
の
付
属
施
設
工
事
を
進

め
、
早
期
の
供
用
開
始
を
図
っ
て
い

く
予
定
。

　

天
間
林
道
路
が
完
成
す
る
と
上
北

自
動
車
道
全
線
が
開
通
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
効
果
は
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
波
及
す
る
と
期
待
さ
れ
て
て
い

る
。
距
離
の
面
で
は
、
上
北
自
動
車

の
整
備
前
は
、
青
森
市
・
八
戸
市
間

は
自
動
車
で
の
移
動
に
２
時
間
３
分

（
１
２
３
分
）
か
か
る
と
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
れ
が
１
時
間
32
分
（
92
分
）

と
約
31
分
短
縮
さ
れ
、
主
要
都
市
間

の
連
携
強
化
や
地
域
間
の
交
流
人
口

拡
大
が
図
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
上
北
道
路
の
供
用
・
延

伸
に
併
い
、
六
戸
町
に
大
規
模
な
木

材
加
工
場
が
立
地
す
る
な
ど
沿
線
地

域
に
立
地
す
る
企
業
が
増
加
し
て
お

り
、
地
域
経
済
発
展
や
雇
用
増
大
に

も
効
果
が
表
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
救

急
医
療
の
面
か
ら
も
、
東
北
町
や
七

戸
町
か
ら
の
搬
送
の
約
７
割
が
八
戸

市
民
病
院
（
三
次
救
急
医
療
）
へ
の

搬
送
で
あ
り
、ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
、

救
命
率
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

青森河川国道事務所
　

国
道
45
号
天
間
林
道
路

2222
年
内
の
開
通
目
指
し

年
内
の
開
通
目
指
し

地
盤
改
良
が
本
格
化

地
盤
改
良
が
本
格
化

距
離
短
縮
で
連
携
強
化
や

距
離
短
縮
で
連
携
強
化
や

救
命
活
動
に
効
果

救
命
活
動
に
効
果

約
８
割
が
軟
弱
地
盤
で

約
８
割
が
軟
弱
地
盤
で

深
層
混
合
処
理
工
法
で
対
応

深
層
混
合
処
理
工
法
で
対
応

飯
島
地
区
岸
壁
で
の
深
層
混
合
処
理

　

コ
ン
テ
ナ
の
取

扱
貨
物
量
の
伸
び

が
順
調
に
増
加
し

て
い
る
秋
田
港
。

同
港
に
お
け
る
外

港
地
区
防
波
堤
整
備
事
業
は
、
港
内

静
穏
度
の
確
保
や
、
耐
震
強
化
岸
壁

の
整
備
に
よ
る
災
害
時
の
物
資
輸
送

拠
点
と
し
て
の
機
能
確
保
の
た
め
、

１
９
９
１
年
度
に
事
業
着
手
し
た
も

の
で
、
進
捗
率
は
す
で
に
８
割
を
超

え
て
い
る
。

　

す
で
に
北
防
波
堤
１
０
０
㍍
、
新

北
防
波
堤
２
０
４
㍍
、
泊
地
（
水
深

13
㍍
）（
消
波
）
１
４
５
８
㍍
、
泊

地
（
水
深
11
㍍
）
29
㌶
の
整
備
を
終

え
、
現
在
は
第
２
南
防
波
堤
１
４
０

０
㍍
と
岸
壁
（
水
深
11
㍍
）（
耐
震
）

１
９
０
㍍
を
施
工
中
。
本
年
度
は
、

次
年
度
ま
で
継
続
す
る
ケ
ー
ソ
ン
１

函
の
製
作
と
岸
壁
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
総
事
業
費
は
５
５
５
億
円
。

　

こ
の
う
ち
第
２
南
防
波
堤
に
据
え

付
け
る
ケ
ー
ソ
ン
は
、
長
さ
30
・
５

㍍
、
幅
27
・
７
㍍
（
フ
ー
チ
ン
グ
部
）、

高
さ
23
㍍
、
重
量
７
４
０
０
㌧
。
当

初
は
高
さ
22
㍍
だ
っ
た
が
、
当
初
計

画
よ
り
海
底
地
盤
が
深
い
た
め
大
型

化
し
た
。
ま
た
、
中
詰
材
に
は
港
内

の
浚
渫
な
ど
で
出
た
砂
を
使
っ
て
い

た
が
、
単
位
体
積
重
量
が
大
き
い
砕

石
を
使
用
す
る
こ
と
で
断
面
幅
の
縮

小
を
図
っ
て
い
る
。

　

秋
田
港
湾
事
務
所
に
よ
る
と
、「
日

本
海
は
冬
季
風
浪
の
た
め
波
が
高

ト
リ
ー
フ
（
一
辺
約
２
㍍
の
四
角
状

の
突
起
）
を
複
数
、
角
を
波
側
に
向

け
配
置
す
る
も
の
で
、
波
力
の
低
減

に
効
果
が
あ
る
。

　

一
方
、
岸
壁
（
耐
震
）
で
は
現
在
、

地
耐
力
強
化
の
た
め
の
改
良
強
化
が

進
ん
で
い
る
。
秋
田
県
内
で
洋
上
風

力
発
電
施
設
の
建
設
計
画
が
複
数
進

ん
で
い
る
こ
と
を
受
け
、
大
型
洋
上

風
車
部
材
の
荷
役
・
輸
送
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
対
応
す
る
た
め
、
２
０
１

８
年
度
の
事
業
再
評
価
で
了
承
さ
れ

た
工
事
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
岸
壁
の
ケ
ー
ソ
ン

の
後
背
部
１
４
０
㍍
×
27
㍍
、
約
３

８
０
０
平
方
㍍
を
地
盤
改
良
し
て
、

地
耐
力
を
３
㌧
／
平
方
㍍
か
ら
35
㌧

／
平
方
㍍
に
高
め
る
。

　

大
部
分
は
「
深
層
混
合
処
理
」
で

円
柱
状
の
改
良
体
を
形
成
す
る
が
、

ケ
ー
ソ
ン
の
近
く
で
は
固
化
剤
を
混

ぜ
た
土
を
投
入
す
る
「
事
前
混
合
処

理
」
を
採
用
し
て
い
る
の
が
特
徴
。

二
つ
の
処
理
方
法
の
境
界
部
に
円
柱

を
壁
状
に
形
成
し
て
深
層
混
合
処
理

部
分
が
自
立
で
き
る
よ
う
に
し
た
後

に
、
ケ
ー
ソ
ン
背
部
に
埋
設
さ
れ
た

裏
込
め
石
を
撤
去
し
て
事
前
混
合
処

理
を
施
工
す
る
。
裏
込
め
石
が
あ
っ

て
は
柱
状
改
良
が
で
き
な
い
た
め

だ
。
改
良
の
深
さ
は
14
㍍
、
部
材
の

仮
置
き
に
使
用
予
定
の
箇
所
で
は
３

㍍
と
な
る
。

　

取
材
日
（
５
月
28
日
）
は
、
約
45

人
の
作
業
員
が
裏
込
め
撤
去
な
ど
に

従
事
。「
い
か
に
よ
り
多
く
撤
去
す

る
か
が
課
題
。
当
初
は
陸
上
機
械
で

１
・
２
立
方
㍍
の
バ
ケ
ッ
ト
を
使
っ

て
い
た
が
、
掘
削
量
が
伸
び
な
い
た

め
、
現
在
は
大
型
の
起
重
機
船
で
大

型
の
掘
削
機
を
使
用
し
た
方
法
で
掘

削
量
を
増
や
せ
な
い
か
、
現
場
で
検

討
中
」
と
若
築
建
設
・
あ
お
み
建
設

Ｊ
Ｖ
の
現
場
担
当
者
。「
バ
ケ
ッ
ト

の
形
状
な
ど
も
作
業
し
な
が
ら
検
討

し
、
今
は
４
・
５
立
方
㍍
の
バ
ケ
ッ

ト
を
使
っ
て
み
て
、
掘
削
方
法
と
し

て
、
最
も
良
い
と
言
え
る
や
り
方
と

思
う
」
と
自
信
を
見
せ
る
。

　

裏
込
め
石
の
撤
去
量
は
１
万
６
４

８
５
立
方
㍍
。
地
耐
力
強
化
は
本
年

度
内
の
完
了
、
事
業
の
全
体
完
成
は

26
年
度
の
予
定
だ
。

秋田港湾事務所

秋
田
港
外
港
地
区
防
波
堤
整
備
事
業

進捗率８割を超える外港地区防波堤整備

く
、
秋
田
港
で
は
３
分
の
１
有
義

波
が
10
・
６
㍍
に
ま
で
達
す
る
。

防
波
堤
と
し
て
は
一
般
的
な
青
森

県
八
戸
港
の
中
央
防
波
堤
の
ケ
ー

ソ
ン
は
１
７
０
０
㌧
ほ
ど
だ
が
、

第
２
南
の
重
量
は
こ
の
４
倍
以

上
」
と
の
こ
と
。
太
平
洋
側
の
港

と
は
異
な
り
、
秋
田
港
で
は
海
上

作
業
の
時
期
も
限
ら
れ
、
５
月
の

連
休
明
け
か
ら
作
業
に
入
り
、
８

月
上
旬
に
据
え
付
け
を
終
え
る
の

が
理
想
と
い
う
。「
お
盆
過
ぎ
に

は
季
節
風
に
よ
り
波
が
高
く
な
っ

て
く
る
。
上
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

９
月
こ
ろ
に
は
終
え
た
い
」。
限

ら
れ
た
期
間
内
で
の
施
工
を
果
た

す
た
め
、
工
程
管
理
に
は
最
新
の

注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　

ケ
ー
ソ
ン
上
部
の
断
面
は
「
後

部
パ
ラ
ペ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
リ
ー
フ

型
」
を
採
用
。
後
方
に
パ
ラ
ペ
ッ

ト
（
幅
５
㍍
、
高
さ
２
・
１
㍍
の

壁
）
を
備
え
、
そ
の
前
に
ス
ポ
ッ

洋
上
風
力
導
入
へ

洋
上
風
力
導
入
へ
地
耐
力
強
化

地
耐
力
強
化

第
２
南
防
波
堤
も
延
伸

第
２
南
防
波
堤
も
延
伸
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１１

現場レポート現場レポート 東北の安全・安心確保へ東北の安全・安心確保へ

　

２
０
１
９
年
10

月
の
東
日
本
台
風

に
よ
る
豪
雨
で
阿

武
隈
川
の
堤
防
が

決
壊
し
た
福
島
県

須
賀
川
市
浜
尾
地
区
で
、
本
復
旧
工

事
が
５
月
30
日
に
完
了
し
た
。
そ
の

後
の
調
査
で
決
壊
要
因
が
堤
内
側
か

ら
の
越
水
と
い
う
大
変
稀
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、

同
様
の
水
量
に
も
対
応
で
き
る
強
固

な
堤
防
が
６
月
以
降
の
本
格
的
な
出

水
期
を
前
に
完
成
し
た
。

　

10
月
12
日
夜
か
ら
13
日
朝
に
か
け

て
の
豪
雨
は
、
福
島
県
を
南
北
に
流

れ
る
阿
武
隈
川
流
域
に
越
水
や
溢
水

な
ど
の
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

水
位
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
福
島
県
内

の
基
準
観
測
所
７
カ
所
全
て
で
既
往

最
高
水
位
を
観
測
す
る
な
ど
、
同
河

川
で
戦
後
最
大
の
１
９
８
６
年
８
月

洪
水
、
さ
ら
に
は
「
平
成
の
大
改
修
」

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
98
年
８
月
の

洪
水
を
上
回
っ
た
。

　

特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
須
賀

川
、
阿
久
津
（
郡
山
市
）、
本
宮
で

は
計
画
水
位
を
大
幅
に
超
過
し
、
中

で
も
須
賀
川
の
基
準
観
測
所
に
お
い

て
は
計
画
高
水
位
７
・
99
㍍
を
１
・

62
㍍
超
過
し
９
・
61
㍍
と
い
う
記
録

的
な
洪
水
と
な
っ
た
。

　

堤
防
決
壊
箇
所
は
、
左
岸
の
須
賀

川
市
浜
尾
地
区
の
う
ち
、
浜
尾
遊
水

地
北
側
に
設
置
し
た
浜
尾
第
２
樋
門

を
含
む
約
50
㍍
区
間
。
大
雨
後
の
10

月
14
日
に
被
害
状
況
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

浜
尾
遊
水
地
は「
平
成
の
大
改
修
」

の
一
環
と
し
て
整
備
。
東
日
本
台
風

の
出
水
時
に
は
、
約
２
６
０
万
立
方

㍍
を
貯
留
し
、
下
流
の
須
賀
川
市
北

部
や
郡
山
市
な
ど
に
お
い
て
被
害
を

軽
減
さ
せ
て
い
る
。

　

緊
急
復
旧
工
事
は
、
三
立
土
建
の

施
工
で
14
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
４
日

後
の
18
日
ま
で
に
荒
締
切
（
盛
土
１

９
０
０
立
方
㍍
）
な
ど
の
応
急
措
置

を
講
じ
、11
月
８
日
に
は
仮
締
切（
盛

土
８
０
０
０
立
方
㍍
）
や
大
型
連
節

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
が
完
成
し
た
。

　

緊
急
復
旧
を
進
め
る
一
方
で
、
東

北
地
方
整
備
局
は
再
発
防
止
と
本
復

旧
方
法
を
確
立
す
る
た
め
、
原
因
究

明
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
た
。
決

壊
が
判
明
し
た
翌
日
の
10
月
14
日
、

阿
武
隈
川
上
流
堤
防
調
査
委
員
会

（
委
員
長
＝
髙
橋
迪
夫
日
本
大
学
名

誉
教
授
）
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、

16
日
に
は
現
地
入
り
し
て
状
況
確
認

な
ど
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
11
月
の
第
２
回
委
員
会

で
は
、
決
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
検
証
し
た
。
水
位
の
痕
跡
調
査
に

よ
る
と
、
越
水
時
に
は
遊
水
地
側
の

　

東
日
本
台
風
に
伴
う
大
規
模
な
浸

水
被
害
を
受
け
て
国
、
県
、
沿
川
市

町
村
が
連
携
し
約
10
年
間
で
治
水
対

策
と
流
域
対
策
両
面
か
ら
防
災
・
減

災
を
目
指
す
「
阿
武
隈
川
緊
急
治
水

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
始
動
し
た
。

　

ハ
ー
ド
整
備
に
は
約
１
８
４
０
億

円
も
の
事
業
費
を
見
込
み
、
災
害
復

旧
の
早
期
完
成
を
は
じ
め
、
河
道
掘

削
・
伐
採
に
よ
る
本
川
の
水
位
低
下
、

堤
防
整
備
、
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
対

策
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　

こ
の
う
ち
、
福
島
河
川
国
道
事
務

所
が
担
当
す
る
阿
武
隈
川
上
流
直
轄

河
川
大
規
模
災
害
関
連
事
業
に
は
、

約
９
９
９
億
円
、
災
害
復
旧
事
業
に

１
２
１
億
円
を
投
じ
る
。
大
規
模
災

害
関
連
事
業
で
は
、
河
道
掘
削
約
２

２
０
万
立
方
㍍
、築
堤
約
４
０
０
㍍
、

橋
梁
架
替
２
橋
、
遊
水
地
群
整
備
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。
災
害
復
旧
は

堤
防
復
旧
８
カ
所
、護
岸
工
47
カ
所
、

床
固
工
14
カ
所
、漏
水
対
策
８
カ
所
、

樋
門
樋
管
等
復
旧
３
カ
所
を
20
年
度

内
を
目
標
に
実
施
す
る
。

出水期前に本復旧が完了した堤防（須賀川市の浜尾第２樋門付近）

福島河川国道事務所

東
日
本
台
風
で
決
壊
し
た
阿
武
隈
川

東
日
本
台
風
で
決
壊
し
た
阿
武
隈
川

堤
防
出
水
期
前
に
本
復
旧
が
完
了

堤
防
出
水
期
前
に
本
復
旧
が
完
了

緊
急
治
水
対
策

緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

阿
武
隈
川
上
流
大
規
模
災
害
関
連
事
業
等

水
位
が
約
60
㌢
㍍
上
昇
し
、
対
す
る

天
端
の
水
位
は
約
18
㌢
㍍
の
低
下
が

推
定
さ
れ
た
。
決
壊
は
、
川
側
に
越

水
し
て
い
く
過
程
で
、
揚
圧
力
が
作

用
し
天
端
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
剥
離
・

流
出
す
る
と
と
も
に
、
堤
体
土
の
洗

掘
や
法
肩
の
浸
食
が
始
ま
り
次
第
に

広
が
っ
た
と
推
測
し
た
。

　

本
復
旧
は
、
河
川
整
備
と
の
整
合

を
図
り
原
形
復
旧
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
、
護
岸
１
・
５
㍍
引
き
上
げ
、

天
端
舗
装
、
良
質
土
を
使
用
し
た
締

め
固
め
な
ど
を
行
っ
た
。

　

復
旧
工
事
の
完
了
に
当
た
り
福
島

河
川
国
道
事
務
所
の
平
舘
淳
一
事
業

対
策
官
は
「
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
協
力
、
施
工
業
者
で
あ
る
三
立

土
建
の
尽
力
に
よ
り
、
緊
急
復
旧
工

事
を
24
時
間
体
制
で
施
工
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
出
水
期
を
迎

え
る
前
に
、
破
堤
箇
所
の
本
復
旧
工

事
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、「
引
き
続
き
、
阿
武
隈
川

緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
を
推
進
し
、皆
さ
ま
の
安
全
、

安
心
を
早
期
に
確
保
す
る
よ
う
努
め

た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　

国
道
７
号
の
う

ち
、
新
潟
・
山
形

県
境
の
区
間
は
、

大
雨
に
よ
る
土
砂

崩
れ
や
越
波
に
よ

る
通
行
止
め
が
頻
繁
に
発
生
し
、
沿

線
地
域
の
孤
立
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
た
め
、
日
本
海

沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
一
部
を
構
成

す
る
朝
日
温
海
道
路
を
２
０
１
３
年

度
に
事
業
化
し
た
。

　

事
業
区
間
は
、
新
潟
県
村
上
市
川

端
地
内
の
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
Ｉ
Ｃ
を
起

点
に
、
山
形
県
鶴
岡
市
大
岩
川
地
内

の
あ
つ
み
温
泉
Ｉ
Ｃ
に
至
る
延
長

40
・
８
㌔
㍍
で
、
標
準
幅
員
は
13
・

５
㍍
（
２
車
線
）。
こ
の
う
ち
、
山

形
県
側
の
延
長
は
６
・
7
㌔
㍍
で
、

区
間
内
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
の
鼠
ケ

関
Ｉ
Ｃ
（
以
下
全
て
仮
称
）、
大
岩

川
ト
ン
ネ
ル
、
小
岩
川
第
１
ト
ン
ネ

ル
、
小
岩
川
第
２
ト
ン
ネ
ル
、
早
田

第
２
ト
ン
ネ
ル
、
鼠
ヶ
関
ト
ン
ネ
ル

の
計
５
本
の
ト
ン
ネ
ル
、
長
大
橋
の

鼠
ヶ
関
川
橋
な
ど
を
設
置
す
る
計
画

だ
。

　

現
在
、
初
弾
工
事
と
な
る
大
岩
川

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
を
進
め
て
お
り
、

本
年
度
第
４
四
半
期
に
山
形
県
側
で

は
最
長
と
な
る
延
長
１
２
４
２
㍍
の

鼠
ケ
関
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
を
発
注
す

る
見
通
し
だ
。
ま
た
、
鼠
ケ
関
川
橋

は
橋
台
２
基
の
設
置
が
完
了
し
、
橋

脚
工
を
進
め
て
い
る
。

　

総
事
業
費
は
新
潟
県
側
を
含
め
約

１
９
０
０
億
円
を
試
算
し
て
お
り
、

こ
と
し
４
月
時
点
の
事
業
進
捗
率
は

約
20
㌫
。
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸

送
と
速
達
性
の
確
保
、
酒
田
市
の
日

本
海
総
合
病
院
な
ど
第
３
次
緊
急
医

療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
、
日
本

海
側
主
要
都
市
間
の
交
流
促
進
な
ど

の
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
酒
田
河
川
国
道
事
務
所
の
佐
藤

栄
寿
建
設
監
督
官
は
、「
地
域
の
期

待
は
大
き
い
。
一
日
で
も
早
い
開
通

を
目
指
し
て
、
着
実
に
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

　

あ
つ
み
温
泉
Ｉ
Ｃ
近
隣
で
掘
削
を

進
め
て
い
る
大
岩
川
ト
ン
ネ
ル
は
、

鶴
岡
市
小
岩
川
～
大
岩
川
に
至
る
延

長
１
０
１
６
㍍
の
ル
ー
ト
で
計
画
。

幅
員
は
12
・
０
㍍
で
、
内
空
断
面
積

は
約
88
平
方
㍍
。奥
村
組
の
施
工
で
、

一
昨
年
３
月
に
着
工
し
、
同
年
11
月

中
旬
に
山
形
側
か
ら
本
格
的
に
掘
削

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

地
質
は
火
成
岩
の
一
種
で
あ
る
粗

粒
玄
武
岩
を
主
体
と
し
て
お
り
、
掘

削
工
法
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
を
採
用
。

地
山
の
状
況
に
応
じ
て
上
下
半
交
互

併
進
工
法
と
補
助
ベ
ン
チ
付
全
断
面

工
法
を
使
い
分
け
る
。
作
業
は
昼
夜

２
交
代
で
、１
日
に
計
４
回
発
破
し
、

１
日
当
た
り
約
４
・
０
～
４
・
８
㍍

を
掘
り
進
め
る
。

　

ま
た
、
両
側
の
抗
口
付
近
は
、
ト

ン
ネ
ル
上
部
の
地
山
が
浅
い
低
土
か

ぶ
り
区
間
で
、
肌
落
ち
や
地
山
の
崩

壊
防
止
お
よ
び
天
端
の
保
護
を
図
る

た
め
、
Ａ
Ｇ
Ｆ
工
法
の
超
長
尺
お
よ

び
長
尺
鋼
管
フ
ォ
ア
パ
イ
リ
ン
グ
工

法
と
注
入
式
フ
ォ
ア
ボ
ー
リ
ン
グ
工

法
を
補
助
工
法
に
採
用
。
ま
た
、
地

質
構
成
に
ス
レ
ー
キ
ン
グ
を
起
こ
し

や
す
い
鼠
ケ
関
泥
岩
を
含
む
こ
と
か

ら
、
掘
削
に
伴
う
地
山
の
緩
み
を
抑

止
し
つ
つ
施
工
を
進
め
た
。

　

ま
た
、
着
工
時
か
ら
女
性
技
術
者

を
常
に
現
場
に
配
置
し
て
お
り
、
週

休
２
日
制
の
推
進
、
女
性
専
用
の
更

衣
室
や
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
、
快
適
ト

イ
レ
の
導
入
な
ど
現
場
の
女
性
活
躍

お
よ
び
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
に

も
力
を
入
れ
る
。
こ
と
し
４
月
に
入

社
し
た
藤
田
情
子
さ
ん
は
、「
配
属

さ
れ
て
１
カ
月
半
が
経
ち
、
先
輩
に

指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
覆
工
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
工
事
に
当
た
っ
て
い

る
」
と
い
き
い
き
と
し
た
表
情
で

語
っ
て
い
た
。

　

現
場
は
、
建
設
技
能
者
の
資
格
や

社
会
保
険
加
入
状
況
、
就
業
履
歴
な

ど
の
各
デ
ー
タ
を
登
録
お
よ
び
蓄
積

す
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
モ
デ
ル
工
事
現
場
に
も
県
内
で

唯
一
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
と
し
２
月

に
は
、
庄
内
地
域
の
施
工
業
者
な
ど

を
招
き
、
導
入
効
果
な
ど
を
検
証
す

る
現
場
見
学
会
を
開
催
。
よ
り
良
い

シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
普
及
促
進

に
貢
献
し
て
い
る
。

　

４
月
末
時
点
の
工
事
進
捗
率
は

63
・
９
㌫
、
取
材
時
点
（
５
月
26
日
）

で
、
８
３
８
㍍
地
点
ま
で
掘
削
し
て

お
り
、
全
93
ブ
ロ
ッ
ク
中
37
ブ
ロ
ッ

ク
ま
で
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設

が
完
了
し
て
い
る
。
今
後
、
掘
削
、

イ
ン
バ
ー
ト
工
、
覆
工
と
も
に
最
盛

期
を
迎
え
る
が
、
若
い
技
術
者
と
熟

練
の
技
術
者
が
一
丸
と
な
っ
て
安
全

第
一
で
早
期
の
貫
通
を
目
指
す
。

坑
口
部
全
景（
20
年
３
月
撮
影
）

掘削工事が進むトンネル内

酒田河川国道事務所
　

朝
日
温
海
道
路（
新
潟
県
境
～
温
海
温
泉
）

山
形
県
側
の
初
弾
ト
ン
ネ
ル
工
事

山
形
県
側
の
初
弾
ト
ン
ネ
ル
工
事

貫
通
に
向
け
掘
削
進
む

貫
通
に
向
け
掘
削
進
む

週
休
２
日
制
を
推
進

週
休
２
日
制
を
推
進

女
性
も
活
躍

女
性
も
活
躍
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１１　

三
陸
国
道
事
務
所
の
２
０
２

０
年
度
の
当
初
予
算
は
、
19
年

度
と
比
較
し
て
13
・
５
㌫
減
の

８
４
１
億
７
９
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
早
期
復
旧

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
三
陸

沿
岸
道
路
と
宮
古
盛
岡
横
断
道

路
の
整
備
を
重
点
的
に
実
施
。

復
興
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
復

興
・
創
生
期
間
内
の
全
線
開
通

に
向
け
事
業
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
の
田

鎖
蟇
目
道
路
に
新
規
着
手
し
、

調
査
設
計
を
進
め
る
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
は
、
侍
浜
～

階
上
に
１
９
０
億
１
３
０
０
万

円
を
投
入
。
調
査
設
計
や
支
障

物
移
転
、
改
良
・
橋
梁
・
舗
装

を
進
め
、
年
内
に
階
上
Ｉ
Ｃ
～

洋
野
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）、
年
度
内

に
洋
野
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
～
侍
浜

Ｉ
Ｃ
の
開
通
を
予
定
す
る
。
尾

肝
要
～
普
代
に
は
11
億
１
３
０

復
興
・
創
生
期
間
内
の
全
線
開
通
へ

三
沿
道
、宮
古
盛
岡
道
の
整
備
大
詰
め

　

青
森
県
内
の
国
土
交
通
省
予

算
額
は
、
河
川
関
係
が
青
森
河

川
国
道
事
務
所
17
億
３
７
０
０

万
円
、
高
瀬
川
河
川
事
務
所
２

億
０
８
０
０
万
円
、
道
路
関
係

が
青
森
河
川
国
道
事
務
所
91
億

５
７
０
０
万
円
、
港
湾
関
係
が

青
森
港
湾
事
務
所
で
３
億
９
６

０
０
万
円
。
ま
た
、
復
興
庁
分

と
し
て
、
青
森
河
川
国
道
事
務

所
の
道
路
関
係
に
３
億
２
９
０

０
万
円
、
八
戸
港
湾
・
空
港
整

馬
淵
川
改
修
に
は
、
２
億
２
０

０
０
万
円
を
確
保
し
た
。
11
年

９
月
の
洪
水
で
被
害
が
発
生
し

た
一
日
市
地
区
の
流
下
能
力
向

上
の
た
め
、
河
道
掘
削
に
伴
う

掘
削
箇
所
の
用
地
取
得
お
よ
び

河
道
掘
削
を
行
う
。こ
の
ほ
か
、

魚
が
住
み
や
す
い
川
づ
く
り
と

し
て
、
岩
木
川
に
２
５
０
０
万

円
の
予
算
を
盛
り
込
み
、
弘
前

市
の
瀬
と
淵
の
再
生
な
ど
を
行

う
ほ
か
、
馬
淵
川
に
は
１
７
０

０
万
円
の
予
算
で
遡
上
調
査
な

ど
を
実
施
す
る
。

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
へ

　

柏
浮
田
道
路
、天
間
林
道
路
の
整
備
促
進

　

河
川
関
係
で
は
、
津
軽
平
野

を
北
に
流
れ
る
岩
木
川
の
河
川

改
修
に
13
億
５
９
０
０
万
円
の

予
算
を
措
置
し
事
業
を
実
施
す

る
。
こ
れ
は
、
２
０
１
３
年
９

月
の
台
風
18
号
に
よ
る
出
水

で
、
計
画
高
水
位
を
超
過
し
、

堤
防
天
端
付
近
ま
で
水
位
が
上

昇
し
た
鶴
田
町
鶴
田
左
岸
地
区

で
、
川
幅
が
狭
い
こ
と
か
ら
築

堤
（
引
堤
）
を
実
施
す
る
と
と

も
に
併
せ
て
保
安
橋
を
架
け
替

え
る
。
本
年
度
は
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
保
安
橋
の
上
部
工
等

を
進
め
る
。
ま
た
、
18
年
７
月

豪
雨
等
の
近
年
の
災
害
を
踏
ま

え
実
施
し
た
重
要
イ
ン
フ
ラ
の

緊
急
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
洪

水
時
の
危
険
性
が
高
い
箇
所
の

対
策
と
し
て
、
つ
が
る
市
の
岩

木
川
中
流
部
地
区
で
緊
急
的
に

河
道
掘
削
等
を
実
施
し
地
域
の

安
全
性
向
上
を
図
る
。

　

一
方
、
八
戸
市
を
貫
流
す
る

備
事
務
所
の
港
湾
に
13
億
３
４

０
０
万
円
と
な
り
、
社
会
資
本

整
備
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

　

道
路
事
業
で
は
、
18
年
度
に

新
規
着
手
し
た
国
道
１
０
１
号

柏
浮
田
道
路
に
、
20
年
度
は
３

億
８
５
０
０
万
円
の
事
業
費
を

措
置
し
た
。
同
道
路
は
、
冬
期

交
通
機
能
の
確
保
、
観
光
振
興

や
地
域
産
業
の
活
性
化
、
高
次

救
急
医
療
の
支
援
な
ど
を
目
的

に
津
軽
自
動
車
道
の
一
部
を
構

成
す
る
自
動
車
専
用
道
路
。

　

起
点
は
つ
が
る
市
柏
稲
盛
岡

本
地
内
、
終
点
は
同
市
木
造
越

水
長
谷
川
地
内
で
、
延
長
は
約

16
・
２
㌔
㍍
、
幅
員
13
・
５
㍍

の
規
模
。
構
造
形
式
は
、
つ
が

る
市
柏
稲
盛
岡
本
か
ら
木
造
下

福
原
花
錦
区
間
の
約
８
５
０
０

㍍
が
嵩
上
げ
式
、
同
市
木
造
下

福
原
花
錦
区
間
の
約
２
４
０
０

㍍
が
地
表
式
、
同
市
木
造
下
福

原
花
錦
か
ら
木
造
越
水
稲
村
区

間
の
約
２
５
０
０
㍍
が
嵩
上
げ

式
、
同
市
木
造
越
水
稲
村
か
ら

木
造
越
水
長
谷
川
区
間
の
約
１

３
８
０
㍍
が
地
表
式
。
イ
ン

　

国
道
１
０
３
号
奥
入
瀬
（
青

ぶ
な
山
）
バ
イ
パ
ス
は
、
20
億

円
の
事
業
費
で
調
査
設
計
、
支

障
物
移
設
、
改
良
・
橋
梁
等
を

実
施
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い

て
は
、
20
年
度
で
避
難
坑
の
残

る
区
間
の
ほ
か
、
本
坑
の
一
部

に
つ
い
て
も
着
手
を
目
指
す
。

ま
た
、
復
興
道
路
の
国
道
45
号

三
陸
沿
岸
道
路（
侍
浜
～
階
上
）

は
、
３
億
２
９
０
０
万
円
の
事

業
費
で
調
査
設
計
、
支
障
物
移

転
、
改
良
・
舗
装
工
事
を
行
い
、

20
年
度
の
全
線
共
用
開
始
を
目

指
す
。

　

交
通
安
全
施
設
等
整
備
は
、

国
道
７
合
榊
地
区
交
差
点
改
良

（
藤
崎
町
）
に
１
億
３
８
０
０

万
円
で
改
良
工
事
、
国
道
７
号

安
田
地
区
交
差
点
改
良
（
青
森

市
）
に
１
億
５
６
０
０
万
円
で

改
良
工
事
を
推
進
す
る
ほ
か
、

新
規
に
国
道
７
号
は
津
賀
野
地

区
（
弘
前
市
）
と
杉
沢
地
区
（
青

森
市
）、
駒
込
地
区
（
青
森
市
）

で
交
差
点
改
良
に
そ
れ
ぞ
れ
１

５
０
０
万
円
を
充
て
調
査
設
計

に
着
手
す
る
。
無
電
柱
化
推
進

　

港
湾
空
港
関
係
事
業
で
は
、

青
森
港
で
港
湾
施
設
の
機
能
維

持
や
延
命
化
を
図
る
た
め
、
事

業
費
で
３
億
９
６
０
０
万
円
を

投
入
し
老
朽
化
対
策
と
し
て
本

港
地
区
お
よ
び
沖
館
地
区
の
岸

壁
改
良
を
実
施
す
る
。
沖
舘
地

区
の
マ
イ
ナ
ス
13
㍍
岸
壁
は
延

長
２
７
０
㍍
、
取
付
部
30
㍍
、

マ
イ
ナ
ス
10
㍍
岸
壁
は
延
長
１

８
５
㍍
、
取
付
部
20
㍍
の
規
模

だ
が
、
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い

る
ほ
か
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
数
の
増
加
に
よ
り
、
青
森

港
新
中
央
ふ
頭
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
老
朽
化

対
策
に
合
わ
せ
沖
舘
地
区
岸
壁

を
16
万
㌧
級
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
に
も
対
応
で
き
る
施
設
と
す

る
た
め
、
上
部
工
打
ち
換
え
、

防
舷
材
な
ど
の
整
備
を
実
施
す

る
。

　

ま
た
、
八
戸
港
は
13
億
３
４

０
０
万
円
の
事
業
費
で
、
八
太

郎
・
外
港
地
区
の
防
波
堤
の
整

備
を
進
め
、
安
定
的
な
海
上
輸

送
路
の
確
保
に
よ
る
臨
海
部
企

業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
な
ど

を
図
る
と
と
も
に
、
荒
天
時
に

港
内
に
避
難
し
て
き
た
船
舶
が

停
泊
す
る
避
泊
水
域
を
確
保

し
、
沖
合
航
行
船
舶
の
海
難
事

故
防
止
を
図
る
。

　

岩
手
河
川
国
道
事
務
所
は

▽
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
▽
国

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
▽
生

産
性
と
成
長
力
の
引
き
上
げ
の

加
速
▽
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
―
の
４
分
野
に
重

点
的
に
取
り
組
む
。

　

予
算
額
は
、
河
川
関
係
75
億

９
８
０
０
万
円
、
砂
防
関
係
９

億
５
２
０
０
万
円
、
道
路
関
係

２
０
５
億
３
８
０
０
万
円
の
計

２
９
０
億
８
８
０
０
万
円
。
19

年
度
か
ら
14
・
４
㌫
減
少
し
た
。

　

河
川
事
業
は
、
北
上
川
上
流

河
川
改
修
（
一
関
遊
水
地
）
に

42
億
５
０
０
０
万
円
を
投
入
。

大
林
、
長
島
、
舞
川
の
３
水
門

や
小
堤
な
ど
の
工
事
を
進
め

る
。
北
上
川
中
流
部
緊
急
治
水

対
策
（
紫
波
地
区
）
は
築
堤
や

用
地
取
得
な
ど
、
一
関
藤
沢
地

区
河
川
改
修
（
畑
の
沢
地
区
）

は
樋
門
工
事
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

　

北
上
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務

所
の
本
年
度
の
予
算
額
は
約
35

億
１
０
０
０
万
円
。
北
上
川
上

流
ダ
ム
再
生
事
業
や
四
十
四

田
、
御
所
、
湯
田
、
田
瀬
、
胆

沢
の
５
大
ダ
ム
の
維
持
管
理
を

行
う
。

　

四
十
四
田
ダ
ム
の
堤
体
の
嵩

上
げ
と
御
所
ダ
ム

の
操
作
方
法
変
更

に
よ
り
、
治
水
機

能
の
増
強
を
図
る

北
上
川
上
流
ダ
ム

再
生
事
業
に
は
約

４
億
４
０
０
０
万

円
を
措
置
し
た
。

　

四
十
四
田
ダ
ム

の
堤
体
嵩
上
げ

は
、
現
時
点
で
約

２
㍍
を
予
定
。
嵩

上
げ
し
た
場
合
の

有
効
貯
水
容
量
は

３
５
５
０
万
立
方

㍍
か
ら
４
３
０
０

　

釜
石
港
湾
事
務
所
の
予
算
額

は
33
億
６
５
０
０
万
円
。
内
訳

は
、
久
慈
港
湾
港
防
波
堤
に
31

億
３
８
０
０
万
円
、
宮
古
港
竜

神
崎
防
波
堤
に
２
億
２
７
０
０

万
円
。

　

久
慈
港
は
19
年
度
補
正
で
措

置
さ
れ
た
60
億
円
を
繰
り
越
し

分
と
し
て
加
え
る
と
計
91
億
３

８
０
０
万
円
と
な
る
。
ま
た
、

宮
古
港
に
は
19
年
の
台
風
19
号

に
係
る
被
災
対
応
と
し
て
昨
年

度
、
港
湾
災
害
復
旧
費
に
８
億

８
６
７
０
万
円
が
措
置
さ
れ
て

い
る
。

　

久
慈
港
湾
港
防
波
堤
は
（
北

堤
２
７
０
０
㍍
、
南
堤
１
１
０

０
㍍
、
開
口
部
３
５
０
㍍
）
16

年
度
で
南
堤
が
概
成
。
20
年
度

は
北
堤
の
ケ
ー
ソ
ン
製
作
７

函
、据
え
付
け
７
函
を
予
定
し
、

延
長
１
６
９
０
㍍
程
度
ま
で
延

伸
す
る
見
通
し
だ
。

　

宮
古
港
竜
神
崎
防
波
堤
（
同

４
０
０
㍍
）
は
ケ
ー
ソ
ン
設
置

が
完
了
し
て
い
た
が
、
台
風
19

号
に
よ
り
ケ
ー
ソ
ン
１
函
が
被

災
し
港
内
側
へ
滑
動
し
た
た

め
、
20
年
度
は
こ
の
災
害
復
旧

を
実
施
。復
旧
に
当
た
っ
て
は
、

隣
接
す
る
ケ
ー
ソ
ン
と
の
隙
間

が
少
な
い
た
め
、
被
災
ケ
ー
ソ

ン
を
撤
去
し
、
新
た
に
目
地
間

隔
を
考
慮
し
た
調
整
函
を
設
置

す
る
予
定
。
復
旧
以
外
で
は
延

長
全
体
で
消
波
工
な
ど
を
行

い
、
20
年
度
で
の
完
成
を
見
込

ん
で
い
る
。

で
は
、
昨
年
度
か
ら
着
手
し
た

国
道
１
０
４
号
の
売
市
地
区
電

線
共
同
溝
（
八
戸
市
）
に
つ
い

て
７
０
０
０
万
円
で
調
査
設
計

と
支
障
物
移
設
、
本
体
工
事
を

行
う
。

　

高
瀬
川
河
川
事
務
所
の
20
年

度
予
算
額
は
２
億
０
８
０
０
万

円
で
、
小
川
原
湖
の
水
環
境
保

全
・
改
善
の
た
め
の
対
策
を
実

施
す
る
ほ
か
、
流
入
河
川
の
砂

土
路
川
河
口
部
に
、
流
水
内
の

懸
濁
物
質
を
沈
殿
さ
せ
る
た
め

の
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
施
工

し
、
水
質
監
視
体
制
強
化
へ
機

器
整
備
等
を
行
う
。

０
万
円
を
充

て
、
年
内
の
開

通
に
向
け
調
査

設
計
、
支
障
物

移
転
、
改
良
・

舗
装
を
実
施
。

夏
ご
ろ
ま
で
に

宮
古
中
央
Ｉ
Ｃ

～
田
老
真
崎
海

岸
Ｉ
Ｃ
の
開
通

を
見
込
む
宮
古

中
央
～
田
老
に

は
６
億
８
６
０

０
万
円
を
措

置
。
普
代
～
久

慈
に
４
５
４

億
９
７
０
０
万

円
、
田
野
畑
南

～
尾
肝
要
に
70

億
５
８
０
０
万

円
を
確
保
し
、

い
ず
れ
も
年
度

末
の
開
通
を
目

指
し
整
備
を
進

め
る
。

　

宮
古
盛
岡
横
断
道
路
で
は
田

鎖
～
蟇
目
の
延
長
７
・
２
㌔
㍍

に
新
規
着
手
す
る
。
20
年
度
は

５
０
０
０
万
円
を
確
保
し
、
調

査
設
計
な
ど
を
行
う
。
宮
古
～

箱
石
に
は
89
億
５
６
０
０
万
円

を
配
分
し
、
夏
ご
ろ
ま
で
に
藤

原
～
宮
古
中
央
Ｉ
Ｃ
、
年
度
内

に
蟇
目
～
腹
帯
、
川
井
～
箱
石

の
開
通
を
見
込
む
。

　

国
道
45
号
電
線
共
同
溝
の
整

備
は
、
平
田
地
区
で
完
成
を
予

定
し
、
大
船
渡
、
鵜
住
居
、
山

田
な
ど
で
事
業
を
継
続
。
同
じ

く
国
道
45
号
交
通
安
全
対
策
で

は
、
吉
浜
、
上
荒
川
、
夏
井
な

ど
で
歩
道
整
備
を
進
め
る
。

　

一
方
、
南
三
陸
国
道
事
務
所

が
担
当
す
る
三
陸
沿
岸
道
路
と

釜
石
花
巻
道
路
は
全
区
間
開
通

済
み
。
20
年
度
は
こ
れ
ら
の
補

修
工
な
ど
に
加
え
、
昨
年
10
月

の
台
風
19
号
で
被
災
し
た
吉
浜

釜
石
道
路
の
釜
石
唐
丹
Ｉ
Ｃ
、

国
道
45
号
の
吉
浜
地
内
で
切
土

法
面
や
擁
壁
の
復
旧
を
進
め
る
。

行
う
ほ
か
、
盛
岡
市
と
連
携
し

て
進
め
て
い
る
盛
岡
地
区
か
わ

ま
ち
づ
く
り
で
は
親
水
護
岸
な

ど
を
実
施
す
る
。

　

砂
防
事
業
は
、
八
幡
平
山
系

直
轄
火
山
砂
防
と
し
て
、
う
さ

ぎ
平
西
沢
砂
防
堰
堤
に
新
規
着

手
。
20
年
度
は
用
地
取
得
な
ど

を
行
う
。
同
じ
く
八
幡
平
山
系

直
轄
火
山
砂
防
で
は
二
双
沢
、

シ
ガ
ク
ラ
沢
、
竜
川
第
３
で
整

備
を
促
進
し
、
竜
川
第
２
で
は

用
地
取
得
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

道
路
事
業
は
、
国
道
４
号
北

上
花
巻
道
路
に
新
規
着
手
。
花

巻
バ
イ
パ
ス
と
北
上
拡
幅
の
間

の
延
長
３
・

１
㌔
㍍
を
４

車
線
化
す
る

も
の
で
、
20

年
度
は
５
０

０
０
万
円
を

措
置
し
、
調

査
設
計
な
ど

を
行
う
。

　

継
続
事
業

は
、
４
車
線

拡
幅
を
進
め

て
い
る
国
道

４
号
金
ケ
崎

拡
幅
に
４
億

円
を
投
入
。

用
地
買
収
な

ど
を
進
め
、

改
良
に
着
手

す
る
予
定
。

岩
手
４
号
交

通
安
全
対
策
（
一
関
地
区
事
故

対
策
）
は
用
地
買
収
、
歩
道
橋

工
事
な
ど
を
行
う
。
宮
古
盛
岡

横
断
道
路
は
、
年
内
の
開
通
を

見
込
む
区
界
～
簗
川
で
改
良
、

舗
装
な
ど
を
実
施
。
年
度
末
の

開
通
を
予
定
す
る
平
津
戸
松
草

道
路
（
平
津
戸
・
岩
井
～
松
草
）

で
も
同
様
に
各
工
事
を
進
め
る
。

万
立
方
㍍
と
約
１
・
２
倍
と
な

る
。
20
年
度
で
は
堤
体
嵩
上
げ

の
検
討
を
継
続
す
る
ほ
か
、
地

質
調
査
や
環
境
調
査
を
実
施
す

る
予
定
。

　

５
大
ダ
ム
の
維
持
管
理
は
、

土
木
施
設
、
電
気
・
機
械
設
備

の
点
検
、
更
新
、
修
繕
や
観
測

機
器
の
保
守
点
検
、環
境
調
査
、

流
木
処
理
、
堆
砂
測
量
・
撤
去

な
ど
を
行
う
ほ
か
、
胆
沢
ダ
ム

で
は
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
た
め
の
３
カ
年
緊
急
対
策

の
最
終
年
度
と
し
て
貯
水
池
法

面
対
策
工
事
を
実
施
す
る
。

四十四田ダムの現況

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
は
、

つ
が
る
市
柏
稲
盛
岡
本
に
出
口

１
カ
所
・
入
口
１
カ
所
、
同
市

森
田
町
下
相
野
野
田
に
出
口
２

カ
所
・
入
口
２
カ
所
、
同
市
木

造
越
水
稲
村
に
出
口
１
カ
所
・

入
口
１
カ
所
を
設
置
す
る
。
橋

梁
や
Ｊ
Ｒ
跨
線
橋
、
跨
道
橋
は

計
12
基
の
整
備
を
予
定
し
て
い

る
ほ
か
、
農
地
が
分
断
さ
れ
る

箇
所
に
は
地
域
と
の
協
議
の
上

で
横
断
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

や
側
道
も
設
け
る
方
針
で
、
19

年
度
に
引
き
続
き
20
年
度
も
調

査
設
計
や
用
地
買
収
を
進
め
る
。

　

東
北
縦
貫
自
動
車
道
八
戸
線

の
一
部
を
構
成
す
る
国
道
45
号

の
上
北
自
動
車
道
整
備
で
は
、

昨
年
３
月
に
上
北
自
動
車
道
の

一
部
で
あ
る
上
北
天
間
林
道
路

（
東
北
町
～
七
戸
町
）
が
開
通
、

す
で
に
供
用
済
み
の
上
北
道
路

と
合
わ
せ
六
戸
町
か
ら
七
戸
町

ま
で
を
結
ぶ
約
15
㌔
㍍
が
つ
な

が
っ
た
こ
と
か
ら
、
残
る
区
間

で
あ
る
天
間
林
道
路（
七
戸
町
、

延
長
約
８
・
３
㌔
㍍
）
の
早
期

完
成
へ
向
け
、
20
年
度
で
は
事

業
費
47
億
円
を
確
保
し
、
調
査

設
計
、
支
障
物
移
転
、
改
良
・

橋
梁
工
事
な
ど
を
実
施
。
上
北

自
動
車
道
の
22
年
内
の
全
線
開

通
に
よ
る
一
層
の
整
備
効
果
の

発
現
を
図
る
。

（新）保安橋

引堤岩木
川

（新）保安

岩木岩木
川

保安橋

堤堤引堤引堤川

保安保安安橋安橋

浸水想定区域

浸水想定区域

橋梁架替

橅

N

橅

青 森 県

十和田市

十和田湖

岩 手 県岩 手 県 青 森 県青 森 県
保
安
橋
上
部
工
を
推
進

保
安
橋
上
部
工
を
推
進

一
日
市
地
区
は
河
道
掘
削

一
日
市
地
区
は
河
道
掘
削

柏
浮
田
道
路
は
調
査
設
計

柏
浮
田
道
路
は
調
査
設
計

天
間
林
道
路
は
改
良
・
橋
梁
等

天
間
林
道
路
は
改
良
・
橋
梁
等

青
ぶ
な
山
Ｔ
Ｎ
は
本
坑
着
手

青
ぶ
な
山
Ｔ
Ｎ
は
本
坑
着
手

高
瀬
川
で
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
施
工

高
瀬
川
で
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
施
工

青
森
港
沖
舘
地
区
で
岸
壁
改
良

青
森
港
沖
舘
地
区
で
岸
壁
改
良

八
戸
港
は
防
波
堤
整
備

八
戸
港
は
防
波
堤
整
備

3535
億
円
投
入
し

億
円
投
入
し

ダ
ム
再
生
事
業
を
推
進

ダ
ム
再
生
事
業
を
推
進

宮
古
港
竜
神
崎
防
波
堤

宮
古
港
竜
神
崎
防
波
堤

災
害
復
旧
経
て
年
度
内
完
成

災
害
復
旧
経
て
年
度
内
完
成

盛
岡
市
で
親
水
護
岸

盛
岡
市
で
親
水
護
岸

北
上
花
巻
道
路
に
新
規
着
手

北
上
花
巻
道
路
に
新
規
着
手
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１１　

県
内
の
主
要
事
務
所
で
あ
る

山
形
河
川
国
道
事
務
所
、
酒
田

河
川
国
道
事
務
所
、
新
庄
河
川

事
務
所
、
酒
田
港
湾
事
務
所
の

合
計
事
業
費
（
工
事
関
係
費
）

に
は
４
１
７
億
７
６
０
０
万
円

を
措
置
し
、
２
０
１
９
年
度
当

初
比
３
・
２
㌫
の
減
と
な
っ
た
。

事
業
区
分
別
で
は
、
道
路
事
業

に
３
０
４
億
１
７
０
０
万
円
、

河
川
事
業
に
49
億
４
４
０
０
万

円
、
砂
防
事
業
に
48
億
２
９
０

０
万
円
、
港
湾
事
業
に
15
億
８

６
０
０
万
円
を
充
て
る
。

て
い
る
。
総
事
業
費
は
約
１
５

０
億
円
を
試
算
し
、
こ
の
う
ち

本
年
度
は
５
０
０
０
万
円
を
投

じ
て
道
路
予
備
設
計
と
地
盤
調

効
率
化
、
広
域
観
光
の
支

援
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
を
目
的
に
延

長
12
・
０
㌔
㍍
区
間
を
整

備
す
る
。
同
区
間
の
南
側

に
計
画
し
て
い
る
酒
田
み

な
と
Ｉ
Ｃ
～
遊
佐
比
子
Ｉ

Ｃ
（
仮
称
）
は
、
延
長

５
・
５
㌔
㍍
を
対
象
と
し

て
お
り
、
舗
装
工
や
橋
梁

床
版
工
を
進
め
る
な
ど
本

年
度
開
通
に
向
け
て
事
業

の
仕
上
げ
段
階
に
入
っ
て

い
る
。
一
方
、
区
間
北
側

で
計
画
し
て
い
る
遊
佐
比

子
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
～
遊
佐

鳥
海
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
は
、

延
長
６
・
５
㌔
㍍
を
対
象

と
し
て
お
り
、
本
年
度
も

引
き
続
き
道
路
改
良
工
事
な
ど

を
発
注
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

日
沿
道
関
連
の
主
要
構
造
物

で
は
、
秋
田
県
境
を
跨
ぐ
遊
佐

象
潟
道
路
の
う
ち
遊
佐
鳥
海
Ｉ

Ｃ
（
仮
称
）
～
吹
浦
Ｉ
Ｃ
（
仮

称
）
間
に
は
県
内
最
大
級
の
吹

浦
高
架
橋
の
架
設
を
計
画
し
て

い
る
。
同
橋
は
、
遊
佐
町
吹
浦

地
内
の
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
と
の
交

差
部
を
起
点
に
、
洗
沢
川
、
県

道
菅
里
直
世
下
野
沢
線
、
滝
渕

川
、
牛
渡
川
を
跨
ぐ
ル
ー
ト

で
計
画
。
橋
長
は
１
７
５
９
㍍

で
、
計
６
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
す

　

山
形
河
川
国
道
事
務
所
管
内

で
は
、
新
庄
酒
田
道
路
の
未
整

備
区
間
と
な
っ
て
い
る
一
般
国

道
47
号
戸
沢
村
高
屋
地
区
に
つ

い
て
、
本
年
度
に
新
規
事
業
着

手
す
る
。
新
庄
市
か
ら
酒
田
市

に
至
る
地
域
高
規
格
道
路
・
新

庄
酒
田
道
路
（
約
50
・
０
㌔
㍍
）

の
一
部
を
構
成
す
る
一
般
国
道

47
号
戸
沢
村
高
屋
地
区
道
路
整

備
事
業
は
、
22
年
度
開
通
予
定

の
新
庄
古
口
道
路
（
10
・
６
㌔

㍍
）
と
、
24
年
度
開
通
予
定
の

高
屋
道
路
（
３
・
４
㌔
㍍
）
の

間
に
位
置
す
る
戸
沢
村
古
口
地

内
に
お
い
て
、
国
道
47
号
の
南

側
を
並
行
す
る
形
で
延
長
約

４
・
４
㌔
㍍
の
バ
イ
パ
ス
を
整

備
す
る
も
の
。
区
間
内
の
大
型

構
造
物
を
見
る
と
、
東
側
か
ら

橋
長
約
50
㍍
の
橋
梁
、
延
長
約

７
０
０
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
、
橋
長

約
２
０
０
㍍
の
橋
梁
、
延
長
約

１
３
０
０
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
、
橋

長
約
65
㍍
の
橋
梁
が
計
画
さ
れ

　

酒
田
河
川
国
道
事
務
所
で

は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車

道
の
一
部
を
構
成
す
る
酒
田
み

な
と
～
遊
佐
間
の
う
ち
、
酒
田

み
な
と
Ｉ
Ｃ
～
遊
佐
比
子
Ｉ

Ｃ
（
仮
称
）
は
20
年
度
、
遊
佐

比
子
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
～
遊
佐
鳥

海
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
は
23
年
度
の

開
通
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て

い
る
。
酒
田
市
藤
塚
地
内
か
ら

遊
佐
町
北
目
地
内
に
至
る
酒
田

み
な
と
～
遊
佐
間
は
、
物
流
の

査
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

　

一
般
国
道
１
１
２
号
山
形
中

山
道
路
に
つ
い
て
も
本
年
度
に

事
業
着
手
す
る
。
同
路
線
は
、

山
形
市
か
ら
中
山
町
間
に
お
け

る
慢
性
的
な
渋
滞
緩
和
、
交
通

安
全
の
確
保
、
山
形
広
域
圏
の

産
業
振
興
な
ど
を
目
的
に
立
案

さ
れ
た
。
計
画
に
よ
る
と
、
山

形
市
西
消
防
署
西
側
の
山
形
市

西
崎
地
内
を
起
点
に
、
中
山
町

達
磨
寺
地
内
で
現
国
道
１
１
２

号
と
接
続
す
る
７
・
４
㌔
㍍
区

間
の
バ
イ
パ
ス
を
整
備
す
る
。

区
間
内
の
主
な
構
造
物
は
橋
梁

５
カ
所
を
予
定
し
て
お
り
、
南

側
か
ら
橋
長
が
約
40
㍍
、
約
40

㍍
、
約
40
㍍
、
約
２
５
０
㍍
、

約
30
㍍
と
な
る
見
込
み
。
本
年

度
の
事
業
費
は
５
０
０
０
万
円

で
、
測
量
・
地
質
調
査
業
務
な

ど
を
行
う
。

　

同
事
務
所
管
内
の
主
要
構
造

物
を
見
る
と
、
新
庄
酒
田
道
路

の
一
部
を
構
成
す
る
一
般
国
道

47
号
高
屋
道
路
で
は
高
屋
ト
ン

ネ
ル
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
戸
沢
村
古
口
地
内
の
延
長

３
・
４
㌔
㍍
の
自
動
車
専
用
道

路
を
整
備
す
る
高
屋
道
路
の
う

ち
、
西
側
終
点
部
付
近
で
計
画

さ
れ
て
い
る
高
屋
ト
ン
ネ
ル

は
、
現
在
工
事
中
の
猪
ノ
鼻
ト

ン
ネ
ル
（
延
長
２
９
２
６
㍍
）

の
西
側
に
延
長
３
５
２
・
０

㍍
、
幅
員
10
・
５
㍍
、
内
空
断

面
積
約
77
平
方
㍍
規
模
で
整
備

す
る
も
の
で
、
ト
ン
ネ
ル
設
計

は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
が
担
当
し
た
。
し
か
し
、

同
ト
ン
ネ
ル
の
ル
ー
ト
は
既
設

の
Ｊ
Ｒ
陸
羽
西
線
第
２
高
屋
ト

ン
ネ
ル
か
ら
わ
ず
か
約
３
㍍
ほ

ど
離
れ
た
下
部
を
交
差
す
る
形

で
計
画
さ
れ
て
い
る
た
め
、
技

術
的
課
題
が
多
い
箇
所
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
①
既
設

る
鋼
多
径
間
連
続
高
架
橋
と
な

る
。
第
３
・
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
と

な
る
約
５
９
２
㍍
区
間
を
対
象

と
す
る
詳
細
設
計
そ
の
１
は
長

大
が
担
当
し
た
。
さ
ら
に
当
山

地
区
と
直
世
地
区
の
２
ブ
ロ
ッ

ク
の
詳
細
設
計
が
入
札
手
続
き

中
で
、７
月
14
日
に
開
札
す
る
。

　

酒
田
港
湾
事
務
所
で
は
、
酒

田
港
防
波
堤
（
南
）
な
ど
に
お

い
て
上
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

お
よ
び
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
工

事
を
行
い
、
さ
ら
な
る
事
業
の

推
進
を
図
る
と
し
て
い
る
。

　

新
庄
河
川
事
務
所
で
は
、
月

Ｊ
Ｒ
陸
羽
西
線
第
２
高
屋
ト
ン

ネ
ル
の
補
強
対
策
②
国
道
47
号

高
屋
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
補
助
工

③
国
道
47
号
高
屋
ト
ン
ネ
ル
周

辺
地
山
の
補
強
対
策
―
の
３
段

階
に
分
け
て
対
策
す
る
こ
と
と

し
た
。
今
後
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ

と
協
議
を
進
め
、
対
策
方
針
に

沿
っ
た
工
事
に
変
更
す
る
た
め

の
ト
ン
ネ
ル
補
足
設
計
を
第
２

四
半
期
に
も
委
託
す
る
方
針
だ
。

　

主
な
河
川
事
業
を
見
る
と
、

最
上
川
上
流
河
川
改
修
事
業
と

し
て
菖
蒲
地
区
（
白
鷹
町
）、

中
大
塚
地
区
（
川
西
町
）、
誕

生
川
地
区
（
川
西
町
）
の
堤
防

強
化
を
新
規
で
進
め
て
い
く
と

し
、
本
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

　

秋
田
県
内
各
事
務
所
（
秋
田

河
川
国
道
、
湯
沢
河
川
国
道
、

能
代
河
川
国
道
、
成
瀬
ダ
ム
工

事
、
鳥
海
ダ
ム
工
事
、
秋
田
港

湾
）
の
工
事
関
係
費
は
、
河
川

関
係
約
３
６
４
億
９
３
０
０
万

円
（
う
ち
多
目
的
ダ
ム
約
２
７

１
億
５
０
０
０
万
円
）、
道
路

関
係
約
１
６
３
億
５
９
０
０
万

円
、
港
湾
関
係
約
19
億
２
３
０

０
万
円
で
、
計
約
５
４
７
億
７

５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

長
２
０
８
㍍
、
堰
高
３
・
４
㍍

の
既
存
施
設
の
一
部
解
体
と
一

部
建
設
を
繰
り
返
し
て
、
固
定

堰
を
現
在
の
位
置
で
可
動
堰
に

更
新
す
る
。
本
年
度
は
事
業
用

地
の
取
得
に
入
る
。

　

ま
た
、
秋
田
県
が
計
画
し
て

い
る
国
道
１
０
５
号
大
覚
野
峠

区
間
の
改
良
に
つ
い
て
、
直
轄

権
限
代
行
に
よ
る
実
施
の
検
討

を
行
う
た
め
の
調
査
を
本
年
度

か
ら
進
め
る
。

　

同
区
間
は
、
大
仙
市
か
ら
北

秋
田
市
に
至
る
延
長
１
２
０
㌔

㍍
の
地
域
高
規
格
道
路
構
想

「
大
曲
鷹
巣
道
路
」
の
う
ち
特

に
交
通
の
難
所
で
、
秋
田
県
事

業
と
し
て
は
過
去
に
経
験
の
な

い
山
岳
部
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
を

含
み
地
質
も
ぜ
い
弱
な
こ
と
な

ど
か
ら
直
轄
調
査
を
要
望
し
て

い
た
。

　

対
象
延
長
は
、
北
秋
田
市
阿

仁
比
立
内
～
仙
北
市
西
木
町
上

桧
木
内
地
内
の
14
㌔
㍍
。
県
で

は
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
で
道
路
予
備
設
計
を
ま
と

め
、
ト
ン
ネ
ル
５
本
と
延
長
20

～
60
㍍
程
度
の
複
数
の
橋
梁
を

新
設
す
る
と
し
て
い
た
。
整
備

局
で
は
こ
の
設
計
成
果
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
ル
ー
ト
や
ト
ン

ネ
ル
の
数
、
延
長
な
ど
に
つ
い

て
改
め
て
検
討
す
る
。

　

国
道
７
号
「
種
梅
入
口
交
差

点
改
良
」
も
新
規
に
事
業
化
。

能
代
市
二
ツ
井
町
種
地
内
の

１
・
１
㌔
㍍
を
立
体
化
す
る
計

画
で
、
こ
れ
に
伴
い
種
梅
川
を

渡
河
す
る
種
梅
川
橋
（
現
況
36

㍍
）
を
架
け
替
え
る
ほ
か
、
ラ

ン
プ
橋
を
２
本
新
設
す
る
。
本

年
度
は
道
路
予
備
設
計
と
ラ
ン

プ
橋
の
設
計
を
ま
と
め
る
。
整

備
後
は
、
国
道
７
号
の
一
部
を

日
沿
道
の
一
部
と
し
て
自
専
道

化
す
る
「
現
道
活
用
区
間
」
に

組
み
込
む
案
も
あ
る
。

頂
長
３
６
５
㍍
、
総
貯
水
容
量

４
６
８
０
万
立
方
㍍
の
台
形
Ｃ

Ｓ
Ｇ
ダ
ム
で
、
２
０
２
８
年
度

ま
で
に
整
備
を
終
え
る
計
画
。

本
年
度
は
堤
体
工
事
に
先
立
ち

転
流
工
に
着
手
し
、
付
け
替
え

道
路
工
事
を
進
め
る
ほ
か
、
ダ

ム
本
体
関
連
の
調
査
・
測
量
・

設
計
な
ど
を
継
続
す
る
。

　

転
流
工
に
つ
い
て
は
「
仮
排

水
ト
ン
ネ
ル
工
事
」
と
「
仮
締

切
（
地
中
壁
）
工
事
」
を
１
月

に
公
告
し
て
お
り
、
開
札
は
７

月
３
日
に
行
う
。

　

付
け
替
え
道
路
整
備
で
は
、

市
道
百
宅
線
の
付
け
替
え
道
路

に
お
い
て
延
長
約
３
０
０
～
５

０
０
㍍
程
度
の
ト
ン
ネ
ル
数
本

と
、橋
梁
６
本
の
新
設
を
予
定
。

こ
の
う
ち
１
号
ト
ン
ネ
ル
は
延

長
２
５
０
㍍
弱
で
、
７
月
３
日

の
開
札
で
設
計
を
委
託
す
る
。

　

橋
梁
の
う
ち
最
長
の
４
号
橋

は
延
長
３
２
１
・
５
㍍
の
Ｐ
Ｃ

５
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋

で
、
す
で
に
詳
細
設
計
を
オ
リ

エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
で

終
え
、
橋
脚
も
２
本
発
注
済
み

だ
。

　

成
瀬
ダ
ム
で
は
新
た
に
放
流

設
備
工
事
と
し
て
水
門
設
備
の

製
作
据
付
け
一
式
工
事
に
着
手

す
る
。す
で
に
公
告
し
て
お
り
、

８
月
３
日
に
開
札
す
る
。
概
算

工
事
規
模
は
３
億
～
６
億
９
０

０
０
万
円
と
し
て
お
り
、
工
期

は
約
39
カ
月
。
設
計
は
八
千
代

エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
が
担
当
し

た
。

　

雄
物
川
で
進
め
て
い
る
河
川

激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

に
関
連
し
て
は
、
堤
防
の
未
整

備
地
区
に
お
け
る
新
設
と
、
整

備
済
み
の
区
間
の
嵩
上
げ
、
こ

れ
に
伴
う
樋
門
な
ど
の
整
備
を

継
続
。Ｗ
Ｔ
Ｏ
案
件
と
し
て
は
、

概
算
工
事
規
模
６
億
９
０
０
０

万
円
～
15
億
円
の
「
雄
物
川
下

流
新
波
川
排
水
樋
門
工
事
」
の

入
札
を
３
四
半
期
に
控
え
る
。

　

港
湾
関
係
で
は
、
民
間
に
よ

る
洋
上
風
力
発
電
事
業
計
画
を

支
援
す
る
た
め
、
能
代
港
大
森

地
区
で
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

本
年
度
の
新
規
事
業
の
う
ち

山
田
頭
首
工
改
築
事
業
は
、
湯

沢
市
の
雄
物
川
上
流
で
計
画
。

２
０
１
６
年
度
に
概
略
設
計
を

い
で
あ
で
行
い
、
17
年
度
に
詳

細
設
計
、
19
年
度
に
補
足
設
計

を
日
本
工
営
で
実
施
し
た
。
堰

　

子
吉
川
上
流
の
由
利
本
荘
市

鳥
海
町
百
宅
地
先
に
建
設
す
る

鳥
海
ダ
ム
は
、
堤
高
81
㍍
、
堤

　

継
続
事
業
の
国
道
13
号
横
堀

道
路
で
は
、横
堀
ト
ン
ネ
ル（
延

長
６
８
４
㍍
。
詳
細
設
計
＝
中

央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）
を

第
４
四
半
期
に
入
札
予
定
。
概

算
工
事
規
模
は
15
億
円
～
30
億

円
。
横
堀
道
路
は
、
国
道
13
号

院
内
道
路
の
終
点
部
（
湯
沢
市

下
院
内
地
内
）
か
ら
雄
勝
こ
ま

ち
Ｉ
Ｃ
に
至
る
延
長
３
・
７
㌔

㍍
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、
東

北
中
央
自
動
車
道
の
一
部
を
形

成
す
る
。

　

日
本
海
沿
岸
部
で
秋
田
県
と

山
形
県
を
結
ぶ
国
道
７
号
「
遊

佐
象
潟
道
路
」
は
、
山
形
県
遊

佐
町
の
遊
佐
鳥
海
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

整
備
に
着
手
す
る
。
延
長
約
１

８
０
㍍
の
マ
イ
ナ
ス
10
㍍
岸
壁

を
新
設
す
る
ほ
か
、
背
後
用
地

～
に
か
ほ
市
象
潟
町
小
滝
地
内

の
象
潟
Ｉ
Ｃ
に
至
る
約
17
・
９

㌔
㍍
。
秋
田
県
側
で
は
跨
高
速

道
路
橋
を
含
め
９
橋
の
架
設
計

画
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
大
砂
川

橋
（
99
㍍
、
Ｐ
Ｃ
ポ
ス
テ
ン
Ｔ

型
ラ
ー
メ
ン
橋
、
詳
細
設
計
＝

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
）
の
上
部
工
は
第
４
四
半
期

に
入
札
す
る
。

の
地
耐
力
強
化
や
マ
イ
ナ
ス
10

㍍
泊
地
の
整
備
を
計
画
し
て
お

り
。
設
計
業
務
は
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が
担
当
。

22
年
度
ま
で
の
整
備
完
了
を
目

指
す
。

　

本
年
度
は
岸
壁
整
備
の
前
段

と
し
て
既
設
護
岸
の
撤
去
工
事

２
件
を
発
注
す
る
と
し
、
本
局

発
注
の
「
撤
去
工
事
そ
の
２
」

は
概
算
工
事
規
模
２
億
５
０
０

０
万
円
～
６
億
９
０
０
０
万
円

と
し
て
い
る
。

区
に
お
い
て
裏
法
尻
補
強
工
を

施
し
て
い
く
。

新
規
の
Ｒ
47
戸
沢
村
高
屋
地
区

延
長
4.4 

km
の
Ｂ
Ｐ
整
備
へ

１
０
５
号
大
覚
野
峠
は
権
限
代
行
へ

横
堀
T
は
第
４
四
半
期
発
注

山
地
区
の
直
轄
地

す
べ
り
対
策
事
業

を
進
め
て
い
る
。

同
事
業
は
、
鶴
岡

市
田
麦
俣
地
内
の

田
麦
俣
地
区
（
２

７
５
平
方
㌔
㍍
）

と
西
川
町
志
津
地

内
の
志
津
地
区

（
１
５
４
平
方
㌔

㍍
）
の
２
地
区
に

お
い
て
、
23
年
度

の
完
成
を
目
指
し

て
事
業
を
推
進
し

て
い
る
も
の
で
、

本
年
度
は
９
億
２

２
０
０
万
円
を
予

算
に
計
上
し
て
お

り
、
排
水
ト
ン
ネ

ル
工
や
集
水
井
工

な
ど
を
実
施
し
て

い
く
。

山 形 県山 形 県 秋 田 県秋 田 県
山
田
頭
首
工
改
築
が

山
田
頭
首
工
改
築
が

事
業
化

事
業
化  

用
地
取
得
へ

用
地
取
得
へ

鳥
海
ダ
ム
は
転
流
工
着
手

鳥
海
ダ
ム
は
転
流
工
着
手

付
け
替
え
道
路
も
進
捗

付
け
替
え
道
路
も
進
捗

高
屋
ト
ン
ネ
ル
の
補
足
設
計

高
屋
ト
ン
ネ
ル
の
補
足
設
計

第
２
四
半
期
に
発
注

第
２
四
半
期
に
発
注

吹
浦
高
架
橋
の
設
計

吹
浦
高
架
橋
の
設
計

77
月月
1414
日
開
札

日
開
札
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１１　

福
島
県
内
の
２
０
２
０
年
度

直
轄
事
業
の
工
事
関
係
予
算

は
、
東
北
地
方
整
備
局
と
北
陸

地
方
整
備
局
分
を
合
わ
せ
４
６

９
億
４
８
０
０
万
円
で
、
19
年

度
当
初
に
対
し
９
・
３
㌫
の
伸

び
を
示
し
た
。
こ
の
う
ち
、
復

興
庁
計
上
分
が
３
０
６
億
１
７

０
０
万
円
と
多
く
を
占
め
て
お

り
、
復
興
創
生
期
間
の
総
仕
上

げ
と
し
て
復
興
道
路
な
ど
の
整

備
を
着
実
に
進
め
る
。
ま
た
、

昨
年
10
月
の
台
風
19
号
に
伴
う

河
川
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
別

途
８
億
０
１
０
０
万
円
を
確
保

し
て
い
る
。

　

福
島
河
川
国
道
事
務
所
は
、

復
興
支
援
道
路
で
、
国
道
１
１

５
号
東
北
中
央
自
動
車
道
相
馬

福
島
道
路
に
２
３
８
億
２
３
０

０
万
円
の
予
算
を
配
分
し
、
霊

山
～
福
島
間
12
・
２
㌔
㍍
の
20

年
度
内
開
通
を
目
指
し
仕
上
げ

に
入
る
。

　

こ
の
道
路
は
、
常
磐
自
動
車

道
相
馬
Ｉ
Ｃ
か
ら
東
北
縦
貫
自

動
車
道
桑
折
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の
全

長
45
㌔
㍍
で
、
県
北
部
に
お
け

る
沿
岸
部
と
内
陸
部
の
ア
ク
セ

ス
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
い

る
。
昨
年
12
月
に
は
磐
城
国
道

事
務
所
の
担
当
区
間
で
あ
る
相

馬
Ｉ
Ｃ
～
相
馬
山
上
Ｉ
Ｃ
間
が

開
通
し
、
常
磐
自
動
車
道
に
接

続
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
動
き

が
あ
っ
た
。
霊
山
～
福
島
間

　

郡
山
国
道
事
務
所
は
、
福
島

県
か
ら
の
直
轄
権
限
代
行
事
業

で
、
国
道
１
２
１
号
湯
野
上
バ

　

磐
城
国
道
事
務
所
は
、
い
わ

き
市
と
茨
城
県
北
茨
城
市
の
県

境
に
約
４
・
４
㌔
㍍
の
国
道
６

号
勿
来
バ
イ
パ
ス
を
計
画
し
、

主
要
構
造
物
と
な
る
勿
来
ト
ン

ネ
ル
（
８
２
０
㍍
）
を
第
４
四

半
期
に
入
札
す
る
。

　

こ
の
バ
イ
パ
ス
は
、
沿
岸
部

を
走
る
国
道
６
号
の
う
ち
、
東

日
本
大
震
災
の
津
波
で
浸
水
被

害
を
受
け
た
区
間
の
回
避
と
渋

滞
緩
和
を
目
的
と
し
、
現
道
に

　

小
名
浜
港
湾
事
務
所
の
大
型

石
炭
輸
送
船
の
入
港
を
目
的
と

し
た
小
名
浜
港
東
港
地
区
国
際

物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

が
、
本
年
度
の
完
成
へ
最
終
段

階
に
入
っ
て
い
る
。

　

同
港
は
、
東
日
本
大
震
災
直

後
の
11
年
５
月
に
国
際
バ
ル
ク

戦
略
港
湾
の
指
定
を
受
け
、
約

54
㌶
の
人
工
島
や
臨
港
道
路
な

ど
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
18

年
９
月
に
は
、
12
万
㌧
級
の

ケ
ー
プ
サ
イ
ズ
船
が
満
載
で
入

港
で
き
る
国
内
最
大
級
の
水
深

18
㍍
岸
壁
が
完
成
し
、
暫
定
的

に
供
用
を
開
始
し
て
い
る
。

　

20
年
度
は
東
港
地
区
に
約
13

億
円
を
投
入
し
、
引
き
続
き
航

路
や
水
深
16
㍍
泊
地
の
浚
渫
な

ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に

臨
港
道
路
舗
装
、
消
波
工
な
ど

を
発
注
す
る
。

は
、
改
良

工
や
舗
装

工
、
設
備

関
連
な
ど

を
昨
年
度

末
に
集
中

的
に
発
注

し
た
。
桑

折

高

架

橋
（
１
２

１
８
㍍
）

を
中
心
と

し
た
国
道

４
号
Ｉ
Ｃ

か
ら
桑
折

Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま

で
の
約
２

㌔
㍍
を
先

行
し
て
開

対
し
て
内
陸
側
に
ル
ー
ト
を
形

成
す
る
。
同
事
務
所
が
担
当
す

る
福
島
県
側
区
間
は
、
い
わ
き

市
勿
来
町
関
田
関
山
か
ら
同
町

四
沢
鍵
田
地
内
ま
で
の
約
２
・

５
㌔
㍍
で
、
こ
と
し
２
月
に
は

本
線
部
の
初
弾
工
事
と
な
る
関

田
滝
沢
地
区
道
路
改
良
工
事
を

発
注
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
は
、
勿
来
町

関
田
関
山
～
関
田
滝
沢
地

内
の
延
長
８
２
０
㍍
で
、

県
境
近
く
の
ゴ
ル
フ
場
跡

地
東
側
に
掘
削
す
る
。
発

注
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
で
概
算

工
事
規
模
が
30
億
～
50
億

円
、
内
容
は
本
坑
７
７
９

㍍
の
ほ
か
道
路
土
工
、
法

面
工
な
ど
で
、
工
期
は
約

36
カ
月
。
ト
ン
ネ
ル
詳
細

設
計
は
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
作
成
し
た
。

　

な
お
、
現
在
は
同
バ
イ

パ
ス
関
連
の
い
わ
き
地
区

道
路
改
良
工
事
が
入
札
手

続
き
中
で
、
７
月
14
日
に

開
札
す
る
。
こ
の
工
事
で

は
、
ト
ン
ネ
ル
の
北
側
の

本
線
盛
土
を
行
う
た
め
の

軟
弱
地
盤
改
良
な
ど
を
行

う
。

　

こ
の
ほ
か
同
事
務
所

は
、
福
島
県
か
ら
の
直
轄

権
限
代
行
で
国
道
３
９
９

号
十
文
字
改
良
を
進
め
て

い
る
。
い
わ
き
市
と
川
内

村
を
結
ぶ
山
岳
区
間
に
約

イ
パ
ス
と
吉
間
田
滝
根
線
広
瀬

工
区
を
進
め
て
い
る
。

　

湯
野
上
バ
イ
パ
ス
は
、
会
津

地
方
の
縦
軸
と
し
て
整
備
が
進

む
会
津
縦
貫
南
道
路
（
延
長
約

50
㌔
㍍
）
の
う
ち
、
下
郷
町
高

陦
地
内
か
ら
国
道
２
８
９
号
連

結
部
の
同
町
塩
生
地
内
に
至
る

８
・
３
㌔
㍍
区
間
を
構
成
。
ト

ン
ネ
ル
３
カ
所
、
橋
梁
５
カ
所

と
構
造
物
が
中
心
と
な
る
。

　

現
在
は
、
バ
イ
パ
ス
の
ほ
ぼ

中
央
部
で
３
号
ト
ン
ネ
ル
（
１

５
８
０
㍍
）の
掘
削
を
熊
谷
組
・

大
本
組
・
株
木
建
設
Ｊ
Ｖ
で
進

め
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
度
末
に

は
、
野
上
辻
道
下
地
区
、
湯
野

上
和
田
前
地
区
、
湯
野
上
田
代

地
区
と
改
良
工
事
３
件
を
発
注

し
た
。
本
年
度
は
30
億
円
の
予

算
を
確
保
し
て
お
り
、
引
き
続

き
３
号
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
下
部

工
、
調
査
設
計
を
進
め
る
。
開

通
目
標
は
25
年
度
で
、
２
号
ト

ン
ネ
ル
（
２
５
８
９
㍍
）、
３

号
ト
ン
ネ
ル
（
９
３
２
㍍
）
な

ど
に
も
順
次
着
工
す
る
。

　

吉
間
田
滝
根
線
広
瀬
工
区

は
、
い
わ
き
市
か
ら
小
野
町
の

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
接
続
ま
で

の
全
体
延
長
９
・
２
㌔
㍍
で
、

こ
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
山

岳
区
間
約
６
・
６
㌔
㍍
が
直
轄

区
間
と
な
る
。
20
年
度
は
19
億

７
０
０
０
万
円
を
配
分
し
、
改

良
工
、
橋
梁
工
、
舗
装
工
な
ど

を
実
施
す
る
。

通
し
、
残
る
伊
達
市
街
地
や
ト

ン
ネ
ル
を
含
む
山
岳
区
間
の
約

10
・
２
㌔
㍍
は
20
年
度
内
の
開

通
を
目
指
す
。

　

福
島
市
内
の
渋
滞
解
消
を
目

的
と
し
た
国
道
13
号
福
島
西
道

路
に
は
23
億
円
を
配
分
。
全
体

計
画
14
㌔
㍍
の
う
ち
、
Ⅱ
期
事

業
区
間
と
し
て
福
島
市
大
森
地

内
か
ら
同
市
松
川
町
浅
川
地
内

の
国
道
４
号
に
至
る
約
６
・
３

㌔
㍍
の
整
備
を
促
進
す
る
。
同

区
間
に
は
上
下
分
離
型
の
山
岳

ト
ン
ネ
ル
（
上
り
線
１
７
８
１

㍍
、
下
り
線
１
７
６
７
㍍
）
を

計
画
し
、
本
年
度
は
縦
断
線
形

変
更
な
ど
に
関
す
る
設
計
を
作

成
す
る
。

　

河
川
事
業
で
は
、
近
年
の
豪

雨
被
害
を
踏
ま
え
阿
武
隈
川
上

流
の
浸
水
対
策
に
総
額
34
億
８

８
０
０
万
円
を
配
分
し
た
。
郡

山
市
御
代
田
地
区
の
築
堤
工
、

富
久
山
町
で
河
道
掘
削
を
行
う

ほ
か
、
川
内
・
徳
江
地
区
（
伊

達
市
～
国
見
町
）、
瀬
上
地
区

（
福
島
市
）、
二
本
松
地
区
（
二

本
松
市
）
な
ど
で
堤
防
の
安
全

度
を
高
め
る
浸
透
対
策
工
を
実

施
す
る
。

６
・
２
㌔
㍍
の
バ
イ
パ
ス
を
整

備
す
る
も
の
で
、
十
文
字
ト
ン

ネ
ル
（
２
８
７
５
㍍
、
施
工
＝

安
藤
ハ
ザ
マ
）
を
含
む
約
３
・

３
㌔
㍍
が
直
轄
区
間
。
本
年
度

予
算
で
は
32
億
２
６
０
０
万
円

を
確
保
し
て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル

工
や
舗
装
工
を
進
め
る
ほ
か
、

第
２
四
半
期
に
は
、
照
明
、
非

常
警
報
設
備
の
入
札
も
控
え
る
。

相
馬
福
島
道
路
の
全
線
開
通
へ
総
仕
上
げ

阿
武
隈
川
の
浸
透
対
策
も
促
進

福 島 県福 島 県

湯
野
上
Ｂ
Ｐ
な
ど

湯
野
上
Ｂ
Ｐ
な
ど

直
轄
２
事
業
を
推
進

直
轄
２
事
業
を
推
進

い
わ
き
市
の
勿
来
Ｂ
Ｐ

い
わ
き
市
の
勿
来
Ｂ
Ｐ

勿
来
ト
ン
ネ
ル
着
工
へ

勿
来
ト
ン
ネ
ル
着
工
へ

小
名
浜
港
東
港
は

小
名
浜
港
東
港
は

本
年
度
完
成
へ

本
年
度
完
成
へ
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仙
台
河
川
国
道
事
務
所
の
２

０
２
０
年
度
工
事
関
係
予
算
は

４
５
３
億
８
０
０
０
万
円
で
、

19
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
金
額

で
59
億
１
０
０
０
万
円
、
率
に

し
て
15
㌫
の
増
加
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
国
土
交
通
省
分
が

１
０
５
億
５
８
０
０
万
円
、
復

興
庁
分
が
３
４
８
億
２
２
０
０

億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

予
算
の
内
訳
を
見
る
と
、
河

川
事
業
に
21
億
１
７
０
０
万

　

通
常
事
業
で
は
、
国
道
４
号

の
仙
台
拡
幅
と
し
て
山
崎
交
差

点
か
ら
鶴
ケ
谷
交
差
点
間
の
延

長
1
・
８
㌔
㍍
に
つ
い
て
道
路

設
計
、
支
障
移
転
補
償
、
舗
装

工
事
、
道
路
付
属
物
工
事
を
行

い
20
年
秋
ご
ろ
の
開
通
を
目
指

す
と
と
も
に
、
卸
町
交
差
点
か

ら
苦
竹
Ｉ
Ｃ
間
の
延
長
1
・
４

㌔
㍍
で
は
箱
堤
交
差
点
立
体
化

事
業
に
向
け
道
路
・
構
造
物
設

計
、
改
良
工
事
、
橋
梁
下
部
工

工
事
を
実
施
す
る
。
箱
堤
交
差

点
立
体
化
は
国
道
４
号
と
都
市

計
画
道
路
・
元
寺
小
路
福
室
線

が
交
差
す
る
箱
堤
交
差
点
の
交

通
量
が
増
加
し
、
将
来
的
に
渋

滞
の
慢
性
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
交
通
量
が
多
い

国
道
４
号
を
立
体
化
す
る
こ
と

で
円
滑
な
交
通
確
保
を
図
る
も

の
。
起
点
は
若
林
区
卸
町
の
卸

町
交
差
点
か
ら
終
点
が
宮
城
野

区
苦
竹
の
苦
竹
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延

長
約
１
３
６
０
㍍
。
内
訳
は
、

盛
土
に
よ
る
現
道
擦
り
付
け
区

間
が
南
側
約
３
４
５
㍍
、
北
側

約
５
７
５
㍍
で
、
中
間
部
は
長

大
橋
区
間
と
な
り
４
径
間
連
続

鋼
箱
桁
＋
４
径
間
連
続
鋼
鈑
桁

の
橋
長
約
４
４
０
㍍
と
し
、
橋

梁
の
南
側
か
ら
３
径
間
目
で
箱

堤
交
差
点
を
跨
ぐ
計
画
と
し
て

い
た
。

　

同
じ
く
国
道
４
号
で
は
大
衡

村
の
大
衡
道
路
で
４
車
線
拡
幅

事
業
を
推
進
す
る
。
大
衡
道
路

は
仙
台
市
か
ら
大
崎
市
の
間
で

唯
一
の
２
車
線
区
間
と
な
っ
て

い
る
大
衡
村
大
衡
柧
木
（
は
ぬ

き
）
地
内
～
駒
場
蕨
崎
地
内
の

延
長
４
・
５
㌔
㍍
を
４
車
線
化

し
、
渋
滞
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解

消
に
よ
る
円
滑
な
物
流
確
保
や

交
通
事
故
の
減
少
に
よ
る
地
域

住
民
の
安
全
性
向
上
を
目
指
す

も
の
。
20
年
度
は
道
路
設
計
、

埋
蔵
文
化
財
調
査
、用
地
買
収
、

支
障
移
転
補
償
、
改
良
工
事
を

行
う
。
４
車
線
化
は
片
側
１
車

線
の
現
道
を
大
部
分
で
西
側
に

拡
幅
し
、
幅
員
24
㍍
（
中
央
分

円
、
海
岸
事
業
に
10
億
８
４
０

０
万
円
を
国
土
交
通
省
分
と
し

て
計
上
。
ま
た
、
道
路
事
業
で

は
国
土
交
通
省
分
が
73
億
５
７

０
０
万
円
、
復
興
庁
分
が
３
４

８
億
２
２
０
０
万
円
で
合
計
４

２
１
億
７
９
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

復
興
道
路
関
連
で
は
、
国
道

45
号
三
陸
沿
岸
道
路
の
気
仙
沼

　

北
上
川
下
流
河
川
事
務
所
の

20
年
度
主
要
工
事
関
係
費
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
と

な
る
旧
北
上
川
河
口
部
復
旧
・

復
興
事
業
に
約
52
億
円
、
昨
年

の
台
風
19
号
で
堤
防
決
壊
等
に

よ
り
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
吉

田
川
の
復
旧
事
業
に
約
35
億
円

（
19
年
度
補
正
予
算
対
応
）、
15

年
の
関
東
・
東

北
豪
雨
で
の
吉

田
川
床
上
対
策

特
別
緊
急
事
業

に
約
21
億
円
、

「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
の

た
め
の
緊
急
対

策
」
と
し
て
河

道
掘
削
な
ど
を

行
う
鳴
瀬
川
河

川
改
修
事
業
に

約
12
億
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

台
風
19
号
被

害
か
ら
の
対
策

と
し
て
取
り
組

む
吉
田
川
河
川

離
帯
２
㍍
＋
車
道
７
㍍
×
２
＋

路
肩
１
・
５
㍍
×
２
＋
歩
道
２
・

５
㍍
×
２
）
の
道
路
と
す
る
。

　

河
川
関
係
で
は
、
新
規
事
業

と
し
て
名
取
川
河
川
改
修
事

業
（
浸
水
対
策
）
の
仙
台
市
若

林
区
日
辺
地
区
に
着
手
す
る
。

同
地
区
は
河
川
の
背
後
地
に
住

宅
や
工
場
、
学
校
・
国
道
な
ど

の
重
要
公
共
施
設
が
集
中
し
て

お
り
、
浸
水
被
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
被
害
が
甚
大
に
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
事

業
で
は
浸
水
対
策
と
し
て
堤
防

強
化
を
実
施
し
、
堤
防
決
壊
時

に
想
定
さ
れ
る
浸
水
被
害
の
防

止
を
図
る
。
具
体
的
に
は
堤
防

の
断
面
拡
幅
で
対
応
す
る
。
20

年
度
は
事
業
用
地
の
取
得
を
行

う
。
海
岸
関
係
は
、
仙
台
湾
南

部
海
岸
に
お
け
る
直
轄
海
岸
保

全
施
設
整
備
と
し
て
、
20
年
度

は
山
元
地
区
海
岸（
中
浜
工
区
）

の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
整
備
を
推
進

す
る
。

大
規
模
災
害
関
連
事
業
は
、
東

松
島
市
、
松
島
町
、
大
崎
市
、

大
郷
町
、
大
和
町
、
大
衡
村
で

河
道
掘
削
を
実
施
し
て
治
水
対

策
を
進
め
る
。
鳴
瀬
川
河
川
改

修
事
業
（
鉄
砲
町
地
区
）
と
し

て
は
大
崎
市
で
危
機
管
理
型

ハ
ー
ド
対
策（
堤
防
法
尻
補
強
）

を
行
う
。

　

関
東
・
東
北
豪
雨
か
ら
の
吉

田
川
床
上
対
策
特
別
緊
急
事
業

は
、
吉
田
川
上
流
部
で
床
上
浸

水
被
害
を
解
消
す
る
た
め
遊
水

地
群
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
20
年
度
は
遊
水
地

整
備
や
河
道
掘
削
を
集
中
的
に

実
施
す
る
。

　

石
巻
市
、
大
崎
市
、
松
島
町

で
実
施
す
る
「
重
要
イ
ン
フ
ラ

の
緊
急
点
検
結
果
を
踏
ま
え
た

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
緊
急
対
策
」
で
は
河
道

掘
削
や
法
尻
補
強
の
対
策
を
講

じ
る
。
ま
た
、
吉
田
川
中
流
地

区
河
道
掘
削
事
業
も
継
続
し
て

進
め
る
ほ
か
、
新
規
で
旧
北
上

川
の
鹿
又
地
区
堤
防
強
化
事
業

を
追
加
し
て
い
る
。

→

　

こ
と
し
４
月
に
開
所
し
た
南

部
復
興
事
務
所
は
台
風
19
号
で

被
災
し
た
丸
森
町
で
河
川
、
砂

防
、
道
路
の
本
復
旧
事
業
を
本

格
化
さ
せ
る
。

市
内
の
未
開
通
区
間
に
お
け
る

事
業
を
推
進
し
、
全
線
開
通
を

目
指
す
。
具
体
的
に
は
歌
津
本

吉
道
路
の
小
泉
海
岸
Ｉ
Ｃ
～
本

吉
津
谷
Ｉ
Ｃ
間
の
延
長
２
㌔
㍍

を
20
年
度
内
に
、
気
仙
沼
湾
横

断
橋
（
延
長
１
３
４
４
㍍
・
仮

称
）
を
含
む
気
仙
沼
道
路
の
気

仙
沼
港
Ｉ
Ｃ
～
唐
桑
南
Ｉ
Ｃ

（
仮
称
）
間
の
延
長
７
・
３
㌔

㍍
を
20
年
度
末
ま
で
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
国
道
45

号
復
興
に
つ
い
て
は
、
南
三
陸

町
歌
津
地
区
の
延
長
１
・
７
㌔

㍍
で
道
路
設
計
、
支
障
移
転
補

償
、
改
良
工
事
、
舗
装
工
事
、

道
路
付
属
物
工
事
を
実
施
す
る
。

　

阿
武
隈
川
水
系
内
川
、
五
福

谷
川
、
新
川
を
対
象
に
し
た
特

定
災
害
復
旧
等
河
川
工
事
は
24

年
度
ま
で
に
総
事
業
費
２
１
８

億
円
を
投
じ
、
直
轄
権
限
代
行

で
河
道
掘
削
、
堤
防
強
化
、
護

岸
工
事
を
進
め
る
。
本
年
度
は

台
風
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
応
急
的

な
河
道
掘
削
を
行
う
ほ
か
、
筆

甫
地
区
３
・
３
㌔
㍍
の
護
岸
工

事
に
着
手
す
る
。

　

砂
防
事
業
は
、
直
轄
砂
防
災

害
関
連
緊
急
事
業
と
し
て
丸
森

地
区
と
五
福
谷
地
区
に
砂
防
堰

堤
を
２
基
ず
つ
整
備
す
る
。
こ

の
ほ
か
、
20
年
度
新
規
事
業
に

採
択
さ
れ
た
阿
武
隈
川
水
系
直

轄
特
定
緊
急
砂
防
事
業
は
総
事

業
費
90
億
円
を
投
じ
24
年
度
ま

で
に
砂
防
堰
堤
群
の
新
設
と
既

存
堰
堤
の
改
築
を
行
う
。

　

道
路
関
係
は
、
国
道
３
４
９

号
の
丸
森
町
耕
野
不
動
～
舘
矢

間
山
田
間
14
㌔
㍍
に
つ
い
て
直

轄
権
限
代
行
で
復
旧
を
行
う
。

本
年
度
は
全
区
間
の
原
型
復
旧

を
目
指
す
と
と
も
に
、
バ
イ
パ

ス
化
す
る
延
長
約
６
㌔
㍍
の
設

計
・
調
査
を
中
心
に
進
め
る
。

　

新
ル
ー
ト
に
は
延
長
１
６
０

０
㍍
と
１
８
６
５
㍍
の
山
岳
ト

ン
ネ
ル
の
ほ
か
、
２
９
３
㍍
の

ト
ン
ネ
ル
1
本
と
約
80
㍍
の
ト

ン
ネ
ル
2
本
を
予
定
。
ま
た
、

橋
梁
は
35
㍍
、
１
８
０
㍍
、
１

１
５
㍍
、
19
㍍
の
４
橋
梁
を
整

備
す
る
見
込
み

宮 城 県宮 城 県

国
道
４
号
仙
台
拡
幅

国
道
４
号
仙
台
拡
幅

箱
堤
で
橋
梁
下
部
工
に
着
手

箱
堤
で
橋
梁
下
部
工
に
着
手

復
興
道
路
の
気
仙
沼
市
未
開
通
区
間

20
年
度
末
ま
で
の
全
線
開
通
目
指
す

吉
田
川
浸
水
被
害
解
消
へ

吉
田
川
浸
水
被
害
解
消
へ

遊
水
地
整
備
な
ど
を
推
進

遊
水
地
整
備
な
ど
を
推
進

阿
武
隈
水
系
の
災
害
復
旧

阿
武
隈
水
系
の
災
害
復
旧

権
限
代
行
で
河
道
掘
削

権
限
代
行
で
河
道
掘
削

名
取
川
河
川
改
修
事
業
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